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る
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あ
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。
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す
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子
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掲
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文
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頁
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民
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こ
そ
、
後
述
の
よ
う
に
、
陰
陽
不
測
が
 

等
は
後
期
思
想
で
あ
る
が
、
そ
し
て
こ
 

て
 
陰
陽
と
関
連
的
に
説
か
れ
る
事
は
 

、
 

 
 詩
経
の
陰
・
陽
は
略
 

は
 
天
気
の
曇
暗
や
 

 
 

  

 
 

・
八
極
が
 演
縄
 さ
れ
る
 

荊
 。無
論
こ
れ
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4
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し
て
も
、
と
も
角
も
神
の
観
念
が
発
展
し
 

 
 
き
よ
う
。
五
行
に
到
っ
て
は
何
れ
川
論
 す
 

 
 

。
か
く
見
て
来
る
と
、
二
者
と
宗
教
と
の
 

 
 

否
定
で
き
な
い
。
陰
陽
の
二
字
は
小
笠
で
 

く
ら
い
 

 
 

れ
に
は
 を
加
え
た
陰
は
「
 闇
 な
り
、
水
の
 

（
 
5
 ）
 

 
 

」
が
当
然
附
加
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
現
に
 

 
 

義
は
存
し
な
い
。
陰
陽
家
を
、
天
文
暦
数
 

（
 
6
 り
 

 
 

る
が
、
こ
の
学
派
の
勃
興
が
天
文
暦
数
の
 

あ
や
 

 
 

辰
 大
い
に
雨
雪
あ
り
、
…
…
陰
陽
 錯
 ま
り
 

古
く
、
わ
が
津
田
左
右
吉
氏
も
陰
陽
 説
 

物
の
原
質
を
気
と
し
て
、
こ
れ
に
 基
ぃ
 

一
応
尤
も
で
あ
る
が
、
問
題
が
な
い
わ
 

い
 う
 古
代
信
仰
か
ら
全
く
独
立
に
か
か
 

は
 異
な
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
両
者
は
 

回
 に
於
て
、
理
念
的
に
は
二
分
し
得
る
 

の
 全
く
存
し
 

に
 宗
教
的
・
倫
理
 

て
世
界
や
人
間
の
凡
ゆ
る
現
象
と
そ
の
 

け
で
は
な
い
。
 
極
く
 一
般
的
に
考
え
て
 

る
解
釈
が
生
起
す
る
筈
は
な
い
。
従
っ
 

早
晩
ム
ロ
 
一
 す
べ
き
過
程
に
あ
る
。
 
睨
 ん
 

と
し
て
も
、
ま
た
現
象
的
に
も
別
視
し
 な

い
こ
と
を
指
摘
し
て
 以
砧
 。
 

変
化
と
を
説
明
す
る
も
の
と
見
 

も
 、
 天
が
万
民
を
生
じ
て
、
 秩
 

て
 、
世
界
や
人
間
界
の
理
解
の
 

-
 
や
、
凡
 ゆ
る
文
化
が
未
分
化
に
 

得
よ
う
が
、
窮
極
的
に
は
二
者
 益

し
、
陰
陽
 五
 

れ
ば
、
こ
れ
等
 

序
と
 法
則
と
を
 

仕
方
と
し
て
は
 

発
生
し
展
開
し
 

両
途
 で
な
い
 行

 説
 か
 万
 

の
見
解
は
 

与
え
た
と
 

、
宗
教
と
 

た
 古
代
 中
 

。
さ
れ
ば
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行
ふ
 」
や
「
宋
に
 損
石
 あ
り
 

 
 

天
気
や
気
候
の
調
和
を
 
レ
ウ
 こ
と
、
詩
経
と
 

 
 

 
 

ば
 熱
の
疾
」
あ
り
と
す
 

や
ま
 
ひ
 

 
 

に
 六
気
の
二
と
な
っ
て
い
る
以
上
、
単
な
る
気
候
と
は
 

趣
き
を
異
に
す
る
。
し
か
 

 
 

 
 

気
候
に
つ
い
て
い
い
な
 

 
 

 
 

」
 卸
胚
 
邱
の
如
き
は
、
 
ど
 

 
 

 
 

塊
 と
日
 ふ
、
 
既
に
塊
を
生
 

 
 

 
 

る
も
の
で
、
後
述
礼
記
 

 
 

 
 

独
り
陰
の
み
生
ぜ
ず
 
、
 

 
 

 
 

的
 意
義
と
な
っ
て
い
る
 

 
 

 
 

国
語
で
も
、
「
陰
陽
 
序
 

 
 

 
 

穂
語
 と
か
「
 陽
 至
り
て
 

 
 

 
 

を
 用
ふ
 、
 

後
る
 ム
 

 
 

 
 

あ
る
。
（
 

8
 
）
結
局
、
大
ま
か
 

 
 

 
 

で
あ
る
。
 

 
 

 
 

ち
 陰
陽
 と
日
ひ
、
 

 
 

 
 

る
が
、
何
れ
も
左
伝
 
と
 

 
 

 
 

は
当
然
で
あ
ろ
う
が
、
（
 

9
 ）
 

 
 

 
 

が
 見
え
ぬ
事
は
注
意
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さ
て
、
儒
家
で
は
論
語
・
 

。
 ふ
は
舌
 

知
る
は
、
 
個
巫
 
・
 破
華
 
（
現
 

れ
た
る
和
の
 、
 以
て
治
む
べ
 

し
 、
第
二
・
二
一
例
も
風
雨
 や
 

推
す
と
、
気
候
の
意
に
近
く
 

  

孟
子
に
は
陰
陽
 

）
の
事
な
り
 

 
 

き
者
に
已
ま
 

天
地
に
連
言
 し
 

、
二
元
気
の
可
 0

 字
面
は
一
見
せ
ず
、
 

」
 粧
 「
陰
陽
大
い
に
 
化
 

る
 」
 糠
 と
「
陰
陽
接
し
 

、
第
四
例
は
一
見
易
 
伝
 

能
 性
は
薄
い
。
即
ち
 、
 百

子
に
到
っ
て
も
、
 

し
 、
風
雨
 博
く
 施
し
 

て
変
化
起
る
」
 抱
 等
 

の
陰
陽
と
類
似
す
る
 

面
子
の
陰
陽
は
ま
だ
 「

陰
陽
を
相
し
、
 侵
 兆
を
占
い
、
…
其
の
吉
凶
を
 

 
 

の
 数
集
に
過
ぎ
な
い
。
第
一
例
は
寒
暑
を
意
味
）
 

が
 、
上
旬
 の
 
「
天
地
ム
 
ロ
 し
て
万
物
 生
ず
 」
か
ら
③
 
 
 

 
 

 
 

純
粋
に
原
理
化
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
よ
う
で
 

 
 

 
 

老
子
は
雑
多
な
文
辞
の
 

 
 

 
 

 
 

  

 
 

 
 

「
陰
陽
称
辞
し
て
、
 
鬼
 

 
 

 
 

篇
に
 見
え
、
天
下
篇
の
 
、
 

 
 

 
 

る
 二
元
気
の
も
の
も
あ
 

 
 

 
 

い
 て
、
純
粋
に
二
元
化
 

 
 

 
 

化
」
灯
の
外
に
、
「
 
太
 

 
 

 
 

く
同
 構
の
宇
宙
生
成
論
 

 
 

 
 

に
 原
始
陰
陽
の
観
念
は
 

 
 

 
 

 
 

し
た
五
行
 説
 が
見
ら
れ
 

 
 

 
 

周
知
の
如
く
、
 呂
氏
春
 

 
 

 
 

は
 既
に
陰
陽
思
想
が
確
 

立
し
て
い
た
事
が
考
え
ら
れ
る
。
 



（
 
l
 
り
乙
 

几
 
）
 

あ
る
。
 

 
 

通
例
で
あ
る
が
、
 

易
 ・
 
易
 伝
の
成
立
や
そ
 

 
 

 
 

 
 

な
い
が
・
そ
の
卦
や
交
を
説
明
し
た
乱
辞
・
 

 
 

古
い
も
の
と
見
て
差
支
え
な
い
。
周
の
成
王
 

 
 

い
 う
 の
は
、
 

卦
 ・
文
辞
 

に
 陰
陽
の
語
は
見
ら
 

（
 
u
 
）
 

 
 

。
い
 
う
 ま
で
も
な
く
、
易
は
元
来
 

ト
 簸
の
書
 

 
 

 
 

念
 が
興
る
に
及
ん
で
、
そ
れ
に
 

甚
 い
て
 
易
 

 
 

に
は
、
具
体
と
抽
象
、
固
定
と
循
環
と
の
 

思
 

 
 

子
に
剛
柔
が
見
え
る
の
は
、
 

易
伝
 
と
の
連
絡
 

 
 

れ
 以
下
の
説
卦
伝
・
文
言
伝
 

や
序
 
郵
伝
・
 
雑
 

 
 

げ
る
事
に
成
功
し
、
荘
子
天
下
篇
の
作
者
を
 

 
 

、
こ
れ
に
後
れ
る
 

説
卦
 
・
文
言
 

ロ
と
 
共
に
 
秦
 

 
 

見
た
も
の
と
見
て
 

、
 先
ず
大
差
な
い
で
あ
ろ
 

 
 

約
論
が
あ
る
が
、
周
礼
に
は
、
「
陰
陽
 

 
 

祀
足
陰
声
 

１
場
声
歌
陰
徳
 

｜
 陽
徳
 
堰
示
等
の
 

 
 

思
想
の
影
 

卸
下
 
に
あ
る
事
を
示
す
も
の
で
、
 

の
 展
開
に
つ
い
て
は
衆
論
紛
々
 と
し
 

し
て
置
く
。
身
計
 が
 
湯
女
（
 こ
 

文
辞
か
ら
成
る
経
 部
は
 、
難
渋
な
 

（
 
児
 ）
 

の
頃
ま
で
 湖
 ら
せ
る
は
早
す
ぎ
る
 

れ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
陽
文
・
陰
文
の
み
の
 

で
あ
っ
て
、
哲
学
的
性
格
の
も
の
で
 

  

を
 改
造
し
た
の
が
 易
伝
 で
あ
ろ
う
。
 

陰
陽
説
は
稀
薄
で
、
家
伝
 と
 小
義
 と
 

（
 
巧
 ）
 

想
的
 距
離
が
見
ら
れ
る
か
ら
、
そ
の
 

を
 思
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
見
仏
 に
 

卦
伝
 で
あ
る
。
特
に
繋
辞
伝
は
陰
陽
 

し
て
「
易
は
以
て
陰
陽
を
道
 ふ
 」
と
 

漠
を
遡
 り
得
ず
、
 
序
卦
 ・
 雑
卦
は
更
 

イ
リ
）
 

ら
ノ
 
。
 

 
 

対
立
が
見
え
る
。
い
 う
 ま
で
も
な
く
、
 

前
来
 の
 考
崇
 か
ち
す
れ
ば
城
国
末
を
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思
想
的
中
核
と
す
る
事
は
い
 う
 ま
で
も
な
い
。
 

 
 

 
 

数
え
ら
れ
る
に
到
っ
 

 
 

 
 

降
る
に
 つ
 れ
て
、
太
一
 

 
 

 
 

と
 秩
序
と
が
維
持
さ
れ
 

 
 

 
 

原
理
化
が
何
時
頃
 行
 な
 

 
 

孟
子
（
 

8
.
 

の
 
S
f
 笘
の
 
ロ
 ・
 
0
.
 

）
百
子
（
 

O
p
.
 

の
の
の
 

!
 揺
の
 中 0
.
 

）
や
呂
氏
春
秋
（
 

め
 

 
 

 
 

ぶ
 頃
と
見
る
が
至
当
で
 

 
 

 
 

は
 、
天
文
暦
数
案
の
 系
 

 
 

 
 

家
｜
 が
そ
の
原
理
化
に
か
な
 

と
 

 
 

 
 

っ
て
数
多
く
考
証
さ
れ
て
い
る
。
 

が
 、
参
考
に
な
る
点
が
多
い
。
 

 
 
 
 

 
 
 
 

近
 、
台
湾
東
海
大
学
 

部
 に
異
論
は
あ
る
 

の
 
有
 
固
 
国
 
中
 

②
 鵜
 文
荷
、
中
国
哲
学
史
新
編
第
一
冊
五
四
頁
等
。
 

15  ( ㏄ 75 

 
 

 
 

く
の
典
籍
が
 
、
結
 ム
ロ
 
し
 

 
 

 
 

義
 ・
喪
服
 
四
制
 等
に
陰
陽
 

 
 

 
 

っ
て
も
、
漢
和
 
き
湖
ら
 

 
 

 
 

礼
記
に
な
る
と
・
 

㎡
 
6
0
 

Ⅰ
 

陰 「 



⑦
津
田
氏
、
道
家
の
思
想
と
そ
の
展
開
三
四
一
頁
。
 

 
 

 
 

の
 陰
陽
に
相
違
な
い
で
 

あ
ろ
う
。
 

 
 

 
 

っ
て
い
る
 0
 

 
 

中
国
哲
学
史
大
綱
番
上
）
等
の
指
摘
す
る
通
り
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

る
 事
は
疑
い
得
な
い
で
 

あ
ろ
う
。
 

 
 

前
掲
 宙
 九
頁
）
は
賛
成
し
難
 

③
 徐
氏
 、
前
掲
 害
冊
 八
頁
に
そ
の
事
を
述
べ
て
い
る
。
 

 
 

等
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
詳
細
な
考
証
の
必
要
な
事
は
い
っ
 ま
で
も
な
い
が
、
今
は
陰
 

 
 

 
 

陽
の
語
の
非
画
定
性
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

亮
氏
 
（
礼
記
月
令
天
文
 

考
 ）
の
見
解
に
従
っ
て
置
く
っ
 

 
 

非
柑
 
二
条
）
大
略
（
二
条
）
の
二
席
は
何
れ
も
後
期
の
湊
 ム
ロ
で
あ
り
、
 
儒
効
 席
に
 

 
 

 
 

べ
き
で
あ
る
。
 易
伝
 

 
 

 
 

「
中
庸
席
の
成
り
 丈
 

 
 

で
は
と
り
あ
げ
な
い
。
 

 
 

 
 

あ
る
と
見
る
（
前
掲
 雷
 

五
五
頁
。
 

 
 

 
 

文
 辞
 に
 陰
陽
思
想
は
見
 

 
 

⑮
小
林
氏
、
前
掲
善
二
九
九
頁
。
 

 
 

 
 

穏
 、
接
辞
・
女
色
、
 醜
 

て ㏄ 8)  16 



  

 
 

 
 

扱
 い
 順
序
は
必
ず
し
も
 

17 

穀
 見
る
必
要
が
あ
る
。
・
結
論
を
先
に
い
 

う
 
な
ら
ば
、
 

 
 

転
じ
て
、
宇
宙
や
世
界
の
原
 

 
 

 
 

 
 

( ㌍ の 

 
 

 
 

 
 

一
 一
 

 
 

 
 

）
 頽
 ・
 
化
辞
 ・
文
官
・
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

そ
の
密
接
な
思
想
 

 
 

等
の
指
摘
す
る
通
り
で
あ
る
っ
 

 
 

 
 

同
官
の
研
究
」
）
 

、
 

 
 

 
 

、
周
礼
の
成
立
を
漢
 

 
 

 
 

す
る
（
「
三
礼
の
文
 

 
  
 

 
 

0
 字
面
は
見
え
な
い
。
 

 
 



 
 

を
 知
ら
ず
」
 碑
 と
い
っ
た
の
も
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
 道
家
は
無
為
な
る
自
然
 

 
 

 
 

合
の
天
は
も
早
や
宗
教
 

 
 

 
 

す
 」
 払
棚
柵
 
㍗
 持
靴
は
 「
 
鬼
 

 
 

 
 

治
め
、
天
に
事
ふ
る
に
 

 
 

 
 

天
 で
あ
る
。
し
か
し
、
 

 
 

 
 

ば
 、
宇
宙
自
然
の
理
法
 

 
 

 
 

に
し
て
も
、
「
天
道
」
 

  

（
 
2
 ）
 

 
 

 
 

更
に
深
く
な
っ
て
 
い
 

 
 

 
 

は
 尊
く
 、
 地
は
卑
し
」
 

 
 

 
 

徳
光
「
 天
 万
民
を
生
 

 
 

 
 

り
、
 人
の
為
す
所
を
知
 

 
 

 
 

在
り
、
人
ほ
外
に
在
 

 
 

 
 

を
い
う
 場
 ム
ロ
と
が
極
め
 

 
 

 
 

の
 平
に
し
て
、
道
徳
の
 

 
 

 
 

・
天
運
の
諸
篇
の
存
す
る
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中国固有の宗教と 陰陽，思想、 

 
 

て
、
彼
 （
の
 
物
 ）
 と
 石
化
す
」
幣
の
如
く
 、
 

 
 

念
 化
が
顕
著
と
な
っ
た
事
は
疑
え
な
い
。
 

 
 

始
 儒
教
の
天
か
ら
そ
の
宗
教
性
を
奪
っ
て
 、
 

 
 

て
い
る
。
天
倫
 篇
に
 表
れ
た
 天
 観
は
正
に
そ
の
 

 
 

を
 先
秦
最
大
の
唯
物
主
義
哲
学
者
と
す
る
の
が
 

（
 
3
 
八
 
リ
 
）
 

 
 

が
 宗
教
否
定
者
乃
至
無
神
論
考
で
あ
っ
た
事
を
 

 
 

て
い
る
が
、
そ
の
中
に
は
「
 
神
 こ
れ
を
聴
き
、
 神

や
神
の
徳
の
意
味
に
用
い
ら
れ
 

純
 自
然
現
象
と
見
な
し
、
天
上
界
 

通
り
で
あ
る
。
こ
の
意
味
か
ら
、
 

、
中
共
思
想
史
家
共
通
の
見
解
の
 

 
 

爾
の
景
福
を
介
Ⅴ
に
せ
ん
」
 

ぉ
ほ
、
 

な
ん
じ
 

神
 其
の
幽
を
守
る
」
 漱
 

き
は
理
神
論
的
存
在
で
 

深
し
と
な
さ
ず
」
 砿
宗
 

る
 。
と
同
時
に
、
天
地
 

ゆ
 れ
ど
も
熱
く
す
る
 能
 

る
が
、
こ
の
神
は
即
ち
 

霊
妙
な
る
作
用
で
あ
り
 

…
…
精
神
は
道
に
生
じ
 

も
 、
 神
は
行
か
ん
と
 欲
 

g
"
@
 
と
い
う
の
は
そ
れ
 

そ
の
作
用
の
意
味
で
、
 -

 
の
無
為
を
体
得
し
 

一
は
ざ
る
」
 

%
 
超
人
 

 
 「
 
神
 
動
き
て
 

天
 

、
 
形
は
本
と
精
に
 

墨
子
に
「
 

古
 
聖
王
 

 
 

№
雑
物
 
牡
 ・
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

、
神
人
な
 

よ
り
袖
ね
 

の
心
が
 、
 

%
 や
 

っ
て
 、
 

 
 

る
が
、
 神
 

 
 

子
で
も
 

 
 

で
あ
る
が
、
 

 
 

の
 先
に
在
り
 

 
 

極
 者
で
あ
る
 「

陰
陽
 和
浄
 し
 

し
て
高
し
と
な
 

が
、
こ
れ
ま
で
  

 さ
ず
、
六
極
 

に
は
見
ら
れ
 

「
至
人
は
神
 

-
 
る
 用
語
は
特
 

-
 
る
は
 莫
し
 」
 

な
ん
じ
 

「
而
の
精
神
 

「
 官
上
 ら
ん
 

君
の
神
と
 形
 

明
は
 も
と
も
 

右
の
外
、
「
 れ

ず
」
冊
の
如
 

の
下
に
在
り
て
 

な
 い
 思
想
で
あ
 

な
り
、
大
沢
変
 

異
な
用
例
で
あ
 

の
神
に
通
ず
る
 

を
 操
書
 せ
よ
、
 

と
欲
す
れ
ど
 

と
を
労
す
」
 

と
 鬼
神
ま
た
は
 

天
尊
く
地
車
 き
 

lg  C 縫 l@ 



 
 

 
 

「
祭
祀
は
其
の
神
に
敬
 

 
 

 
 

6
 者
は
天
を
怨
み
ず
」
 

 
 

 
 

盤
 「
百
姓
の
こ
れ
を
 

貴
 

 
 

 
 

こ
と
大
神
の
如
く
 
、
動
 

 
 

 
 

ぁ
ゎ
差
 

せ
て
、
こ
れ
を
祭
祀
 

 
 

 
 

変
 る
と
こ
ろ
は
な
い
。
 

 
 

 
 

い
う
如
く
神
明
の
意
 

 
 

琉
 「
善
を
積
み
て
息
ま
ざ
れ
ば
、
則
ち
神
明
に
通
じ
、
 

天
地
に
参
す
」
離
苦
 
め
 

あ
ら
 

 
 

 
 

誠
信
は
神
を
生
ず
」
 
林
 

 
 

「
其
の
事
を
見
さ
ず
し
て
其
の
功
を
見
す
 

、
夫
 れ
号
 れ
 を
神
と
 謂
ふ
 」
 接
 「
 
其
 

し
め
 

 
 

 
 

の
も
の
と
通
ず
る
理
法
 

 
 

 
 

そ
れ
が
人
間
の
精
神
で
 

 
 

 
 

及
び
、
一
に
し
て
 
二
せ
 

 
 

 
 

、
宇
宙
の
霊
妙
な
作
用
 

 
 

 
 

命
 と
同
軌
の
思
想
が
生
 

 
 

 
 

あ
っ
て
、
笥
子
の
宗
教
観
 

 
 

 
 

 
 

は
人
事
を
措
い
て
徒
ら
 

 
 

 
 

点
は
前
に
述
べ
た
よ
 
う
 

( 機 ) 20 



中国固有の宗教と 陰陽思想、  
 

 
 

に
 相
違
な
い
。
後
期
 
儒
 

 
 

い
っ
て
一
応
道
家
の
影
響
 
と
考
 ，
え
て
大
差
あ
る
ま
い
。
 
と
こ
ろ
で
、
 孔
 ・
 孟ま
 

 
 

 
 

と
 共
に
、
孟
子
に
 廟
 

 
 

 
 

そ
の
自
然
的
天
の
側
面
 

 
 

 
 

神
の
中
に
は
理
法
者
も
 

 
 

 
 

一
般
に
認
め
ら
れ
る
 

 
 

他
日
を
期
す
る
。
 

 
 

 
 

と
な
っ
て
い
る
 村
 年
紀
 

 
 

 
 

ら
し
む
」
 錦
 「
天
に
私
 

 
 

 
 

」
 嫡
 「
精
に
し
て
 
又
精
 

 
 

 
 

其
の
天
を
全
 う
 

 
 

 
 

っ
て
い
る
。
ま
た
、
 神
 

 
 

 
 

む
べ
か
ら
ざ
る
、
こ
れ
 

 
 

 
 

君
 た
ら
ざ
る
者
は
、
 
形
 

 
 

 
 

は
 六
合
に
通
 ず
 」
 鉾
 

 
 

 
 

 
 

間
の
精
神
と
も
な
っ
て
 

 
 

 
 

し
た
雑
家
で
あ
る
事
か
 

ら
い
え
ば
、
益
し
当
然
で
あ
ろ
う
。
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い
で
あ
る
か
ら
、
か
か
 

 
 

 
 

等
 か
の
影
響
が
あ
る
と
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

り
 宇
宙
論
で
あ
っ
て
 、
 

 
  
 

 
 

自
然
哲
学
の
出
現
が
神
 

 
 

 
 

は
易
伝
や
漢
 初
の
春
秋
 

 
 

 
 

篇
か
ら
で
あ
る
。
次
に
 

改
め
て
、
そ
の
概
略
を
見
よ
う
。
 

①
木
村
英
一
氏
、
老
子
の
前
研
究
二
九
五
頁
。
 

 
 

 
 

、
祖
神
の
ダ
ー
ク
サ
イ
 

 
 

も
 相
通
ず
る
思
想
で
あ
る
。
 

 
 

、
中
国
哲
学
史
新
編
第
一
冊
四
九
八
頁
等
。
 

 
 

 
 

注
 補
遺
）
と
い
う
が
、
 

 
 

 
 

化
し
て
い
る
の
は
 
下
 

引
 韻
文
と
同
様
で
あ
る
。
 

 
 

た
 矢
作
高
山
、
大
王
荒
亡
梱
を
引
い
て
い
る
 
涯
 。
 

 
 

で
あ
る
。
 

 
 

 
 

変
化
の
 オ
 あ
る
事
、
鬼
 

神
の
如
し
の
意
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

頁
 ）
、
か
か
る
見
解
化
は
 (34 

 
 

 
 

  

 
 

 
 

間
 に
位
す
る
。
と
は
い
の
 

で
の
原
始
儒
家
の
神
観
念
に
は
、
 

 
 

っ
て
そ
れ
が
判
然
と
表
れ
る
事
は
：
 恰
 か
も
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の
神
が
具
体
的
に
 

如
 

 
 

 
 

の
 経
に
見
え
る
帝
は
 

、
 

 
 

 
 

的
矢
で
あ
り
、
ま
た
 

神
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

も
、
 「
こ
れ
を
上
帝
に
 

生
ず
 」
 描
 「
天
の
助
く
 

柔
体
 有
り
、
以
て
天
地
 

こ
れ
を
神
と
 謂
ふ
 」
 

っ
 」
靱
猿
 
等
 、
早
期
 
易
 

 
 

 
 

れ
も
、
 
天
 ・
神
を
陰
陽
 

 
 

 
 

陽
 史
 劣
化
で
あ
る
か
ら
、
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

昼
夜
の
道
に
通
じ
て
知
る
 

、
 故
に
神
に
方
 
元
 く
し
て
、
 
身
 に
体
 元
し
 」
 上
と
ヵ
 

 
 

 
 

あ
る
。
鬼
神
も
同
様
で
、
「
 

精
 

 
 

 
 

 
 

四
 

穏
 成
し
難
い
。
詳
し
く
は
続
篇
 で
 検
討
す
る
。
 



 
 

 
 

来
た
よ
 う
 に
道
家
の
出
 

 
 

 
 

 
 

。
而
し
て
、
こ
の
転
回
 

 
 

 
 

事
 に
よ
っ
て
、
儒
家
の
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

は
 上
帝
に
 事
 ふ
る
 所
 

 
 

 
 

れ
ど
も
見
え
ず
、
こ
れ
 

の
こ
 

 
 

 
 

け
し
む
」
の
如
き
、
 
祭
 

 
 

 
 

に
よ
っ
て
生
育
す
る
事
 

 
 

 
 

疑
 ひ
な
き
は
、
天
を
知
 

し
れ
 

（
 
2
 ）
 

 
 

 
 

で
あ
ろ
 
タ
 。
た
だ
、
 
早
 
4
2
 

 
 

 
 

盈
を
害
し
て
謙
に
 
福
す
 」
）
 
 
 

 
 

 
 

者
は
、
…
…
鬼
神
と
ね
 

 
 

 
 

て
、
 以
て
神
明
の
徳
に
 

 
 

 
 

示
教
的
存
在
で
あ
る
よ
り
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

が
 、
こ
の
二
気
は
統
一
 

 
 

 
 

陽
 と
で
あ
る
。
両
儀
は
 

 
 

 
 

放
論
で
あ
る
。
か
く
し
 



 
 

 
 

に
 及
び
て
や
、
高
き
を
 

 
 

 
 

楽
は
陽
 
よ
り
来
る
者
な
 

 
 

 
 

陰
陽
説
の
発
展
と
見
得
よ
 

、
 礼
が
陰
陽
に
 

墓
 く
と
こ
 

 
 

 
 

社
家
の
一
般
思
想
と
考
え
ら
 

 
 

 
 

勿
論
で
、
前
引
札
運
の
鬼
神
 

 
 
 
 

 
 

 
 

し
で
 
斉
成
 
す
る
は
、
陰
陽
を
㏄
 

中
 

 
 

 
 

詩
篇
の
鬼
神
や
神
が
祭
祀
 

2
 

 
 

 
 

礼
 理
論
が
展
開
し
て
 ぃ
 

（
 
8
 ）
 

 
 

 
 

。
 礼
 と
楽
と
は
孔
子
に
 

 
 

「
誠
は
天
の
道
な
り
」
は
前
引
孟
子
と
同
一
表
現
で
あ
 る
が
、
天
命
の
性
、
率
 

 
 

 
 

想
は
存
し
な
い
が
、
 神
 

 
 

 
 

近
の
傾
向
で
あ
る
が
、
（
 

5
 ）
 

 
 

 
 

・
中
庸
は
礼
記
の
中
の
 

 
 

 
 

一
般
が
、
陰
陽
 説
 に
関
 

速
 し
て
説
か
れ
る
の
も
ま
た
当
然
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

陽
 と
な
り
、
変
じ
て
 

 
 

 
 

の
と
見
る
 礼
 生
成
論
 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

原
理
や
法
則
と
化
し
て
 
 
 
 
 

 
 

 
 

神
と
を
合
す
る
は
教
の
至
り
な
り
、
衆
生
必
ず
死
す
 

、
 死
す
れ
ば
必
ず
土
に
帰
 

 
 

 
 

懐
槍
 と
な
る
、
 
此
 れ
頁
 

 
 

 
 

 
 

明
 と
な
る
事
を
述
べ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
神
明
に
交
は
る
」
 

 
 

 
 

・
 易
伝
 等
に
も
存
す
る
 

 
 

 
 

い
る
事
は
周
知
の
通
り
 

 
 

 
 

、
 列
し
て
五
行
と
な
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

原
理
と
な
っ
て
い
る
よ
 

 
 

 
 

一
 観
に
本
い
て
・
そ
の
 

 
 

 
 

消
息
を
知
る
に
は
五
行
 

 
 

 
 

 
 

凡
 べ
て
 別
稿
 に
譲
る
事
と
す
る
。
 



中国固有の宗教と 陰陽思想 

  

 
 

 
 

化
 と
い
う
に
よ
っ
て
 明
 

か
で
あ
る
。
 

0
 季
 鼎
詐
 、
周
易
集
解
 巻
 十
四
。
 

 
 

 
 

上
 な
る
者
、
こ
れ
を
 道
 

と
謂
ふ
 」
 珠
 辞
の
道
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

あ
る
（
 易
と
 中
庸
と
の
 

 
 

 
 

の
 成
り
立
ち
」
一
一
 

三
頁
以
下
）
。
 

⑤
枝
野
氏
、
前
掲
論
文
参
照
。
 

 
 

 
 

興
味
深
い
が
、
こ
の
事
 

も
 続
篇
 で
 検
討
す
る
。
 

0
 つ
と
 

か
た
ど
 

 
 

 
 

」
と
い
う
の
も
 同
構
で
 

あ
る
Ⅰ
 

な
ら
 

 
 

 
 

」
や
「
 夫
れ
 礼
は
必
ず
 

 
 

 
 

 
 

 
 

。
 礼
運
縞
 は
こ
れ
に
 

 
 

 
 

を
作
 す
に
必
ず
天
地
 

 
 

 
 

以
て
徒
と
な
し
、
 

五
 

 
 

 
 

つ
い
て
は
、
「
礼
記
 

詩
篇
の
成
立
」
（
未
刊
）
で
詳
説
し
て
い
る
。
 

か
ん
が
 

 
 

 
 

五
常
の
行
に
道
ら
し
 

お
モ
 

 
 

 
 

気
は
 、
鄭
注
に
い
 う
 

  

 
 

 
 

と
を
い
 う
 の
で
あ
る
。
 

巳
 
9
 
 
 

 
 

 
 

と
も
と
、
礼
記
が
 泰
漢
 

7
 
 
 

 
 

 
 

を
 挙
れ
ば
、
天
地
 将
 



 
 

万
物
を
聴
 

娃
 覆
育
 
す
 」
の
語
も
見
え
る
。
 

 
 

考
 」
東
方
宗
教
第
三
号
参
照
。
 

 
 

参
照
。
 

  

 
 

 
 

周
礼
牧
人
の
陽
 

祀
 ・
 
陰
祀
 

 
 

 
 

も
の
が
多
い
。
こ
れ
 

 
 

 
 

至
っ
た
過
程
、
及
び
 

 
 

 
 

 
 

て 3 ㏄ )  28 



凹
 む
す
び
 

け
 
（
 

一
 は
じ
め
に
 

問
題
 

 
 

 
 

 
 

  
 
 

 
 

 
 

の
 
研
究
し
（
明
治
四
十
四
 

2
 

 
 

次
 

一
 は
じ
め
に
 

二
 近
代
学
者
の
見
解
と
そ
の
批
評
 

1
 
 
外
来
起
源
 

説
 （
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
起
源
 

説
 ）
 

 
 

源
説
 
）
 

1
 
 
阿
弥
陀
仏
の
原
語
の
用
例
 

2
 
 
レ
 
日
 
武
石
の
と
 

レ
 
臣
節
 
す
 
ぎ
の
由
来
 

宏
 

藤
田
 

阿
 
弥
 
右
レ
し
 

ほ
 
仏
 
の 

起
 
源
 
堤
昆
 顕
二
）
 

達 



 
 

ぼ
 な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
 

 
 

西
学
者
の
諸
 考
説
と
 

 
 

 
 

 
 

と
い
う
わ
け
で
は
 

 
 

ら
ぬ
必
要
が
あ
ろ
う
 

 
 

東
西
の
近
代
学
者
 

 
 

」
と
と
思
わ
れ
る
。
 

 
 

ず
 ～
Ⅰ
）
の
・
円
目
、
㌧
 

ゅ
 
Ⅰ
 
ぽ
 

 
 

の
と
は
言
え
な
い
。
 

 
 

ど
の
よ
う
に
考
え
 

み
た
い
と
思
 う
 。
 

 
 

と
 ，
東
西
の
近
 

 
 

、
阿
弥
陀
仏
の
起
 

 
 

弥
陀
仏
の
起
源
を
明
 

 
 

な
く
な
っ
て
し
ま
 

 
 

ら
ぬ
問
題
が
 、
た
 

 
 

陀
仏
の
原
語
か
ら
み
 

 
 

首
肯
 

 
 

は
、
 

 
 

あ
る
 

 
 

 
 

 
 

そ
 

 
 

 
 

 
 

と
 

 
 

ら
 

 
 

い
と
 

 
 

ま
 

 
 

た
 し
 

 
 

学
の
 

 
 

し
て
 

 
 

山
山
ハ
Ⅱ
 

 
 

所
 

 
 

者
 

 
 

し
て
 

(352)@ 30 



阿弥陀 4 ムの起源問題の 

二
 近
代
学
者
の
見
解
と
そ
の
批
評
 

Ⅰ
外
来
起
源
 

説
 （
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
起
源
 

説
 
）
 

 
 

  

陀
仏
の
思
想
は
外
来
 

 
 

 
 

見
解
を
整
理
す
る
 

上
 

  

れ
に
準
じ
て
考
察
を
進
め
て
行
く
こ
と
に
し
た
い
。
 

 
 

  

。
ヘ
ル
シ
ア
）
の
 

げ
ノ
口
 

  

 
 

態
 の
一
 
つ
 
で
あ
る
摩
尼
 

 
 

 
 

 
 

（
 
2
 
）
 

 
 

る
 
。
 

 
 

  

光
明
の
典
型
と
し
て
 

 
 

 
 

提
示
す
る
こ
と
が
出
来
 

れ
ば
、
幸
 い
 で
あ
る
と
思
 う
 。
 

31  (3%) 



 
 

 
 

の
前
 -
 
記
リ
ュ
 

バ
ク
に
 

（
 
6
 ）
 

 
 

説
が
 、
そ
の
後
多
く
の
学
者
に
よ
っ
て
主
張
せ
ら
れ
、
 今
日
に
及
ん
で
い
る
。
 

 
 

 
 

生
色
 の
コ
 
）
 圭
イ
 
l
.
 
 

ス
 （
 
ぺ
戸
 

 
 

 
 

は
 コ
ン
 ゼ
 
（
 
M
.
 
の
 o
 口
 N
m
 
）
 

 
 

 
 

、
ペ
リ
オ
 
行
 弓
の
口
 

ぃ
 
0
0
 

教
説
が
 シ
ナ
 

玄
実
 と
が
、
 

な
い
し
、
こ
 

こ
の
よ
う
な
 

て
い
る
か
ら
、
 

ぼ
、
 確
か
に
こ
 

三
二
口
 
反
 し
て
い
 

思
想
を
外
来
と
 

く
も
朗
読
し
て
 

 
 

 
 

法
顕
 
と
 

 
 

 
 

を
 
知
ら
 

 
 

 
 

か
 
み
 
じ
 

 
 

 
 

為
さ
れ
 

 
 

 
 

て
み
れ
 

 
 

 
 

弥
陀
仏
 

 
 

 
 

陀
仏
の
 

い
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

フ
 
0
 
千
名
を
想
起
せ
し
め
 

 
 

 
 

 
 

及
ぼ
し
た
。
ヘ
ル
シ
ア
あ
る
 

・
大
乗
仏
教
に
よ
っ
て
（
西
暦
 
三
 0
0
 

年
頃
に
）
普
 

の
教
説
の
起
源
に
関
す
る
確
実
な
情
報
は
欠
く
が
 

い
は
摩
尼
教
の
思
想
に
も
と
づ
く
も
の
と
想
像
し
 

（
 
3
 ）
 

か
 日
一
酌
 
す
 ぎ
の
 口
帝
曲
 を
も
た
ら
し
て
、
 
か
 日
田
（
 

笘
 

  
及
 
2
 
 
 

 
 3
5
4
 

て
 

（
 

の
 



 
 

 
 

と
し
て
は
、
阿
弥
陀
仏
 

 
 

 
 

て
 
唱
導
さ
れ
た
も
の
で
 

 
 

日
 
0
 
手
 ）
に
お
い
て
、
 

 
 

 
 

源
を
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
 

 
 
戸
 
@
 

 
 

 
 

明
示
し
て
い
な
い
学
者
が
 

い
 

 
 

 
 

ィ
 であ
ろ
う
。
か
れ
は
、
 

一
 

阿
   

 
 

き
 、
イ
ン
ド
は
何
も
 

33  (355) 

 
 

 
 

だ
ま
だ
多
く
な
る
で
あ
 

（
 
7
 ）
 

 
 

 
 

か
ら
の
推
測
の
域
に
と
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ノ
ン
 

 
 

 
 

な
 

 
 

 
 

し
 

 
 

 
 

c
?
 

 
 

は
日
貸
し
を
挙
げ
う
る
程
度
で
あ
ろ
う
。
 

 
 

 
 

た
 し
 

ュ
ス
ハ
づ
 ・
ミ
房
）
や
 

マ
ル
マ
ン
 
9
 日
一
 

ギ
ー
の
す
ぐ
れ
た
低
 

い
。
次
に
、
ド
イ
ツ
 

て
い
る
学
者
は
意
外
 

が
代
表
的
な
も
の
 

の
で
あ
る
が
、
も
し
 



 
 

 
 

拠
 を
展
 

 
 

 
 

行
く
こ
 

（
 
A
 ）
太
陽
神
税
１
１
と
 田
 （
 
W
r
 
ダ
曲
 と
の
関
係
 

 
 

 
 

拝
 め
 

 
 

学
者
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
て
い
る
根
拠
と
思
わ
れ
る
。
 中
央
 ア
 

 
 

 
 

る
が
、
（
 

3
 
1
 ）
 

閲
 し
て
い
る
こ
 

と
に
し
た
い
。
 

思
想
の
影
響
に
 

ジ
ア
考
古
学
や
 

こ
れ
を
も
っ
と
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

の
 
ユ
ダ
ヤ
教
の
申
へ
、
 

 
  

 

 
 

 
 

ン
ド
・
チ
ベ
ッ
ト
学
者
 

 
 

 
 

い
な
い
。
も
っ
と
も
、
 

 
 

 
 

い
て
は
、
 

～
三
曲
 

臣
 ヴ
ず
 

の
 

 
 

 
 

い
る
と
い
う
ほ
ど
の
も
 

 
 

ず
や
何
ら
か
の
学
問
的
根
拠
が
あ
る
に
違
い
な
い
が
・
 

少
な
く
と
も
阿
弥
陀
仏
 

 
 

 
 

央
 
ア
ジ
ア
の
探
検
で
 

有
 

（
 
蛉
 
）
 

（
 
1
 
）
 

 
 

 
 

ら
を
ま
と
め
て
整
理
し
 

c 鰯 ) 34 



阿
 

 
 

 
 

い
る
Ⅰ
Ⅱ
 

1
 
ミ
 
ノ
ノ
ン
の
 口
 田
田
 

卍
ツ
 

（
 
曲
 
35 

 
 

 
 

 
 

戸
 
@
 

 
 

移
し
換
え
ら
れ
た
太
陽
神
で
あ
り
、
仏
教
と
民
間
 

信
仰
と
の
相
互
浸
透
の
顕
著
  
 
 
 

（
 
甘
 ）
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

も
、
 

 
 

し
く
は
そ
の
神
的
な
光
明
で
あ
る
。
」
（
 

5
 
l
 

・
 
）
 

 
 

 
 

レ
ー
バ
ン
 
 
 

宴
 
）
 
0
 （
 
繕
 ）
と
共
同
し
て
書
い
た
論
文
の
中
に
 、
 

 
 

 
 

の
口
ち
の
 

隼
 ユ

 ・
。
 
ド
 
・
 ゥ
，
ノ
 

や
 
の
（
レ
オ
レ
 

り
り
甲
 

（
Ⅱ
）
 

大
 で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
」
 

 
 

 
 

中
で
述
べ
て
い
る
次
の
 

言
葉
で
あ
ろ
う
。
 

 
 

 
 

そ
し
て
、
そ
の
 

 
 

 
 

し
て
あ
ら
お
さ
れ
る
 

 
 

 
 

の
 仏
陀
は
恐
ら
く
 ぺ
 

 
 

 
 

人
々
に
よ
っ
て
考
え
 

 
 

 
 

イ
ン
ド
・
ス
キ
タ
イ
 



 
 

 
 

入
っ
て
き
た
こ
と
は
、
 

（
 
2
 ）
 

 
 

 
 

た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
 

 
 

 
 

的
で
は
な
か
ろ
う
か
。
 

 
 

 
 

も
 同
じ
よ
う
に
太
陽
神
 

 
 

 
 

く
 別
の
説
を
立
て
て
い
 

 
 

周
知
の
如
く
 、
 ア
ヴ
ェ
ス
タ
の
 富
ぃ
 
（
 
ゴ
 （
 
ゅ
は
、
ヴ
 
エ
 ー
 ダ
 の
口
印
（
 

H
p
 に
 対
 

 
 

 
 

の
 （
弥
勒
）
に
対
応
す
る
 

 
 

 
 

し
て
、
阿
弥
陀
仏
の
起
 

 
 

か
に
も
大
胆
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
 

来
、
目
ミ
 ダ
 田
長
 ヂ
 

教
内
部
に
あ
っ
て
も
、
 

 
 

舌
群
 神
の
名
に
お
い
て
認
め
ら
れ
る
も
の
で
 眈
ド
、
 仏
 

（
 
ケ
リ
 

）
 

種
々
な
形
で
原
始
経
典
以
来
言
及
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
 

 
 

と
 

（
㎎
）
 

 
 

 
 

近
年
で
は
、
仏
教
学
者
 6
 
 
 
 
 

 
 

 
 

こ
ろ
で
あ
る
が
、
 
し
 
㏄
 

 
 

 
 

い
 。
し
た
が
っ
て
 
、
批
 

 
 

 
 

卜
 ～
 
田
 枯
ミ
 
ぷ
 と
い
う
 

 
 

 
 

な
る
が
故
に
、
イ
ラ
ン
 

 
 

 
 

リ
グ
 ・
ヴ
ェ
ー
ダ
 以
 



 
 

 
 

 
 

こ
の
点
、
エ
リ
オ
ッ
ト
 

阿
 

 
 

  弥陀 ィム の起源問題の 

し
目
 臼
 0
 ）
 
0
 日
の
の
）
 

い
戸
ネ
い
 

ヰ
的
匹
 
0
 ㏄
の
目
 

せ
 倖
 ぎ
ト
）
・
）
 
チ
 

る
が
、
し
か
し
 

よ
り
は
、
む
し
 

 
 

 
 

八
田
の
 

 
 

 
 

い
 
く
 崔
 ⑥
 
一
 

 
 

 
 

の
で
あ
 

 
 

 
 

ざ
曲
プ
ず
曲
 

 
 

 
 

0
 世
界
 
C35 テ Ⅰ 

 
 

 
 

収
の
翻
訳
を
利
用
 

 
 

 
 

検
討
し
て
み
る
と
、
 ア
 

 
 

 
 

。
ハ
ル
ト
ロ
メ
ー
（
 
い
甲
 

（
 
z
 ）
 

で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
」
 

 
 

 
 

求
め
る
試
み
も
 現
わ
 

 
 

 
 

屈
倖
伍
ず
が
ョ
 

）
を
ま
有
わ
し
 

 
 

 
 

場
は
、
 単
に
太
陽
神
 起
 

 
 

 
 

方
な
の
で
あ
る
が
、
 当
 

 
 

い
る
。
 

 
 

 
 

い
う
四
つ
の
天
界
に
 

 
 

 
 

り
 、
わ
れ
わ
れ
は
、
 

 
 

 
 

霊
が
落
ち
着
く
場
所
 



 
 

 
 

想
 世
界
と
光
明
と
の
 
結
 
8
 
 
 

 
 

 
 

界
を
指
し
て
「
不
滅
の
 
 
 

 
 

 
 

で
あ
る
か
ら
、
（
 

8
 
2
 
 

）
 
わ
ざ
わ
（
 

 
 

 
 

ッ
ト
 の
主
張
は
難
点
を
 

 
 

 
 

か
に
一
二
の
学
者
に
よ
 

（
㏄
）
 

 
 

 
 

あ
ろ
う
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

相
応
す
る
で
あ
ろ
う
。
」
 

認
め
る
説
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

目
づ
 

卜
 ぃ
宙
ヴ
ア
 

の
と
三
岸
 ず
 
8
 

 
 

に
 次
の
如
く
い
，
 

ワ
の
 

 
 

 
 

の
 N
 の
 
ョ
曲
 
臣
下
ダ
 
曲
｜
 

（
 
Ⅲ
）
 

か
 

 
 

 
 

ら
れ
る
よ
 う
 に
な
っ
 

 
 

ど
 同
じ
見
解
を
表
明
し
て
い
る
の
が
注
目
せ
ら
れ
る
。
 
か
れ
は
い
 う
 。
 

 
 

，
 
C
 田
田
 ハ
 
（
の
 

倖
円
 ヰ
ロ
の
 

，
と
 対
に
な
る
も
の
で
あ
 
。
」
（
 

2
 
刀
つ
 

）
 

 
 

 
 

イ
づ
，
、
カ
ン
 

は
も
 
…
 
仏
い
。
一
方
・
 

、
 

n
 

（
 
解
 ）
 

 
 

 
 

そ
れ
は
が
 
目
甘
甲
 



阿弥陀仏の起源問題の 

あ も の 本 旨 門 は と 容 で と 
  

仁心ぎもに 0 

ユ 同 

  

の 材 と こ の い 、 
と 有る ミ 

  

スや 鰯 （ ） 

  
  

@ 

オザ ぴ （ ） 

カ 

N Ⅰ べ 
pH ） 

苧 

  

注 
意   

ス っ 似 て 
タ て し そ し 
l い て の た 

  教 る い よ カ 
と ばす ィ の も る う   
く " か り   専 の こ に て 

39  ( 笛 1) 



 
 

る
で
あ
ろ
う
か
。
 

 
 

 
 

は
 何
も
持
た
な
い
。
 

 
 

 
 

ヮ
な
 後
の
学
派
の
み
 

 
 

 
 

曲
 
）
で
あ
ら
う
よ
 
シ
と
ぃ
 

 
 

 
 

さ
れ
る
光
明
（
 や
睡
 
り
）
 

 
 

 
 

ぃ
は
 み
ず
か
ら
の
 ヵ
 

 
 

 
 

で
あ
る
。
こ
の
よ
 う
 

 
 

の
と
は
異
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
」
（
 

め
 ）
 

 
 

 
 

晋
 研
究
 序
 脱
し
（
 宙
下
 

 
 

 
 

の
よ
う
な
解
釈
で
、
 

阿
 

 
 

疑
問
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
 

 
 

と
が
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
と
認
め
て
も
、
 

 
 

す
ず
笘
に
つ
い
て
は
太
陽
神
と
の
関
係
を
認
め
て
 

 
 

あ
ろ
う
か
。
も
っ
と
も
、
 
N
 口
目
キ
 目
 い
口
 
曲
と
 と

 
口
印
（
リ
 

ブ
ず
 
p
 は
 つ
い
て
は
ど
 う
 

い
 る
者
が
多
い
が
、
そ
れ
と
 今
 

い
 う
 神
格
に
対
し
て
は
。
 
ソ
 ロ
 

 
 

 
 

の
が
い
ヨ
目
 笘
 
ガ
キ
 
臣
 P
 

 
 

 
 

の
 観
念
は
・
ヘ
レ
ニ
ズ
 

 
 

 
 

シ
 ヤ
ッ
ド
の
成
立
に
つ
 て鍛 ) 

 
 

 
 

一
六
）
の
中
に
 、
 ダ
目
 
P
 
4
0
 



阿弥陀仏の起源問題の 
  

意 が と よ え 
                                                              ら阿 田 れは 

      
ヴ さ 同院な 義 た的ヴ 牛 。 

  
時 @ ナ ン く @  店 イ と る 0   
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い
で
あ
ろ
う
。
 

 
 

 
 

あ
る
か
ら
、
進
ん
で
 

 
 

 
 

っ
て
よ
い
。
こ
の
よ
う
 

 
 

 
 

て
い
る
が
、
そ
の
主
張
 

 
 

 
 

る
こ
と
が
出
来
る
と
 思
 

 
 

て
み
る
こ
と
に
し
ょ
う
。
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、
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力
 な
説
と
言
わ
ね
ば
な
 

 
 

 
 

次
の
よ
う
に
主
張
せ
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、
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Ⅰ
田
守
は
梵
語
 
下
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に
 
下
日
Ⅱ
（
 
P
 （
甘
露
、
不
 

 
 

 
 

の
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5
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に
関
し
て
い
わ
 

 
 

 
 

応
 し
て
い
わ
れ
る
よ
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は
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ィ
シ
ュ
ヌ
神
話
に
起
源
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つ
も
の
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ろ
う
 
 
 

と
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さ
ら
に
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荻
 

 
 

 
 

と
も
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ら
れ
て
い
る
 

( 鰍 、 > 42 



阿弥陀 4 ムの起源問題 く  
 

れ
う
る
も
の
で
あ
っ
 

 
 

ほ
ど
き
 串
葉
 と
し
て
は
 

 
 

し
て
用
い
ら
れ
て
 ぃ
 

 
 

さ
れ
な
い
限
り
、
 
こ
 

 
 

あ
ろ
う
。
 

 
 

と
 

 
 

 
 

 
 

ら
 

 
 

て
 

コ
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し
無
量
寿
と
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よ
う
に
、
こ
の
説
も
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る
 よ
 う
 に
、
こ
の
梵
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㏄
）
 

 
 

 
 

じ
 説
を
立
て
・
そ
れ
が
 

の
 よ
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第
二
 

五
）
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つ
 ら
 な
 

 
 

は
 成
立
し
難
い
、
と
評
さ
ね
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 な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。
 

 
 

 
 

ド
ニ
・
 三
 、
 

 
 

 
 

光
の
観
念
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国
 で
は
矢
吹
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が
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積
 
何
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と
こ
ろ
で
 

と
 見
る
こ
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た
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で
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っ
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な
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。
 

 
 

 
 

几
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ヰ
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別
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以
 

三
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す
な
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。
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れ
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、
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治
 

 
 

 
 

め
る
説
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

王
城
ク
サ
ー
ヴ
ァ
 

 
 

 
 

経
よ
り
の
脱
化
で
 

 
 

 
 

の
神
力
を
持
つ
と
 

 
 

 
 

界
 と
の
描
写
の
関
 

 
 

 
 

が
 、
そ
れ
は
飽
く
ま
で
 

 
 

 
 

す
る
と
、
こ
の
よ
う
な
 

 
 

 
 

い
で
あ
ろ
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。
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教
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ス
・
ミ
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と
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係
が
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と
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き
れ
て
い
る
が
、
オ
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3
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ナ
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の
機
能
が
或
る
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、
阿
弥
陀
仏
は
 ヤ
マ
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こ
と
は
上
述
の
如
く
で
 

 
 

帥
 三
）
神
の
呼
称
が
、
阿
弥
陀
仏
の
そ
れ
に
類
似
し
て
 い
る
こ
と
も
指
摘
し
て
 

 
 

 
 

な
い
で
あ
ろ
う
。
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ァ
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い
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が
、
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博
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・
デ
ヴ
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あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
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っ
て
論
評
さ
れ
て
い
る
 

 
 

 
 

。
そ
れ
は
、
前
述
の
梵
 

 
 

 
 

な
い
の
と
、
ち
ょ
う
ど
 

同
じ
事
情
に
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
 

 
 

 
 

仏
の
世
界
と
の
つ
な
 

 
 

 
 

の
 起
源
を
問
題
に
し
た
 

 
 

 
 

は
 、
舌
口
葉
の
上
で
は
 

 
 

 
 

す
る
ほ
ど
の
も
の
で
は
 

な
い
で
あ
ろ
う
。
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ヘルダ一における「自然」 「人間」 「 W 」 

 
 

 
 

ン
 （
ノ
ミ
。
 

ア
 
Ⅰ
口
目
的
の
中
）
 

 
 

 
 

 
 

（
一
四
九
二
）
か
ら
数
㏄
 

 
 

 
 

き
 １
 %
 賈
 ）
の
 東
 印
度
 

5
3
 

 
 

 
 

る
か
も
し
れ
な
い
。
他
の
洞
窟
世
界
に
つ
い
て
 

 
 

、
所
詮
、
お
の
が
洞
窟
世
界
を
蔽
っ
て
余
り
あ
 

 
 

固
執
す
る
が
故
に
。
 

 
 

に
は
東
西
の
世
界
に
通
ず
る
絶
対
的
価
値
規
準
 

 
 

と
に
気
付
く
で
あ
ろ
う
。
 

は
 、
い
か
ほ
ど
見
聞
を
広
め
た
 

る
全
世
界
を
構
成
す
る
に
は
至
 

の
適
用
を
あ
き
ら
め
な
け
れ
ば
 

 
 

人
間
」
「
 
神
 」
 平

野
孝
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面
 に
美
し
く
善
き
綴
る
こ
 

潮
を
十
分
に
汲
ん
だ
上
で
 

値
、
誰
は
ば
か
る
こ
と
な
 

ど
の
よ
う
な
影
響
と
感
化
 と

の
出
来
る
情
熱
の
詩
人
 

・
そ
れ
を
ど
 う
 受
け
と
め
 

く
文
字
に
表
わ
す
こ
と
の
 

を
 彼
の
世
界
に
与
え
た
で
 

と
り
上
げ
、
自
然
の
中
に
 お め で た で 

も
あ
っ
た
。
こ
の
 一
 

か
 。
何
者
に
も
と
ら
 

き
た
ぎ
り
ぎ
り
の
 一
 

ろ
 う
か
 。
本
稿
で
は
 

け
る
人
間
の
位
置
づ
 
  

人
の
偉
大
な
 

わ
れ
ず
（
と
 

線
は
ど
の
よ
 

と
く
に
、
 

け
、
 
神
と
の
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格
が
 、
 

信
じ
て
）
 

う
 な
も
の
 

こ
の
偉
人
 

対
決
の
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ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
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伝
統
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思
 

存
分
に
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え
る
こ
と
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で
き
た
極
限
 

で
あ
っ
た
か
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し
て
、
そ
れ
は
、
 

ヘ
ル
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な
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の
 

に
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け
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置
づ
け
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考
察
し
て
み
 

 
 

 
 

た
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れ
と
同
時
に
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ば
し
る
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葉
を
紙
 

 
 

め
た
、
最
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性
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な
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主
の
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っ
た
。
 

彼
は
良
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ず
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 す
る
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で
き
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。
一
つ
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っ
た
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一
つ
は
宗
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ッ
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ボ
ー
ン
と
も
な
っ
 

 
 

 
 

ダ
 ー
と
い
う
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箇
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辞
 

諸
民
族
に
対
す
る
率
直
な
認
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。
 

然
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自
 

 
 

 
 

な
か
っ
た
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よ
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き
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ダ 
  

Ⅰ プ く @q 

ど 
の 
よ 

らノ 

Ⅰ ァ し 

し 
て 
拘 
わ 
@ 

合 
  
  

そ 
し 
て 

ど 
の 

よ 

らノ 

な 
形 
で 

摂 
取 
さ 

れ 
表 
現 
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（
中
略
）
冗
談
 

と
 
 
 

 
 

愉
快
な
一
時
で
も
あ
り
ま
し
 

 
 

 
 

ル
ジ
ュ
ウ
ス
、
ヒ
ュ
ー
ム
で
 

 
 

 
 

れ
る
の
で
し
た
。
ま
た
、
 

当
 

 
 

 
 

れ
に
先
生
が
知
ら
れ
た
自
然
 

 
 

 
 

合
い
に
出
さ
れ
て
、
果
て
は
、
 

 
 

 
 

自
身
の
経
験
と
い
っ
た
も
の
 

 
 

 
 

の
な
い
も
の
な
ど
は
有
り
え
 

 
 

 
 

で
き
る
よ
 
う
 に
導
い
て
下
さ
い
 3
%
 

 
 

 
 

 
 

」
の
人
、
こ
の
私
が
最
大
 

5
 

ッ
シ
 

0
%
 

ァ
し
 

ホ
ハ
 
。
 

こ
れ
 

ン
ト
 

で
あ
 

へ
 

る
 。
 

 
 

 
 

時
東
 プ
ロ
イ
セ
ン
 

 
 

（
内
 
の
田
 
㏄
の
 
了
 お
）
に
 伴
 な
い
外
科
の
勉
強
が
で
き
る
よ
 う
取
 計
っ
て
く
れ
 

 
 

 
 

っ
た
 （
十
八
歳
）
。
 

 
 

 
 

た
の
で
あ
る
。
 ヵ
 

 
 

 
 

当
時
三
十
八
歳
 

っ
た
 。
 

 
 

 
 

は
こ
う
い
っ
て
 い
 



 
 

 
 

 
 

た
れ
た
喜
び
を
詩
に
綴
り
 

ョ
 の
句
の
の
の
の
）
悪
の
的
 

一
 

鎖
は
解
け
ぬ
。
 

（
 
5
 
）
 

主
は
賜
 
え
り
。
わ
が
カ
ン
ト
 

甲
 の
 
丹
す
日
 
T
 
 
本
目
 
ニ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

っ
て
い
た
と
言
え
る
。
 

 
 

ヒ
ン
ト
を
得
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
理
解
す
る
 

 
 

仏
力
 む
 度
外
視
す
る
わ
け
に
は
行
か
な
い
。
 

え
る
こ
と
、
何
物
に
も
 

も
あ
っ
た
。
 

あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
 

向
け
ざ
る
を
得
な
い
 結
 

す
る
運
動
が
啓
蒙
主
義
 

何
を
な
す
べ
き
か
を
 教
 

っ
て
し
ま
っ
た
へ
 ん
ダ
 

っ
 た
こ
と
は
、
寧
ろ
 当
 

ダ
 ー
は
、
す
で
に
人
間
 

た
 。
而
も
、
そ
の
思
索
 

た
め
に
は
、
や
は
り
 ケ
 

（
 4
 ）
 

か
し
く
 浮
 び
ま
す
。
」
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ヘルダ一における「自然」 「人間」 「 神 」 

 
 

 
 

あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
 

 
 

 
 

 
 

 
 

想
は
随
分
変
っ
た
も
の
 

る
 。
 

 
 

 
 

の
 啓
蒙
思
想
の
ム
ロ
珪
土
 

 
 

 
 

断
を
再
認
識
す
べ
き
も
 

 
 

 
 

え
 出
し
た
。
 
ハ
 マ
ン
が
 

 
 

 
 

う
こ
と
に
よ
っ
て
創
造
 

 
 

 
 

精
神
も
模
倣
的
精
神
 

 
 

 
 

に
は
、
古
典
的
な
 ギ
リ
 

 
 

 
 

で
あ
る
と
す
る
。
 
さ
 

 
 

 
 

ぅ
 確
信
を
抱
く
に
 至
 

（
 
6
 ）
 

る
 。
 

 
 

 
 

ち
て
い
た
か
ら
、
 
魔
 

術
師
の
異
名
も
起
っ
た
の
で
あ
ろ
う
 d
 

 
 

 
 

の
の
 
A
 ー
 ぃ
薄
 8
 を
読
ん
 

 
 

 
 

ン
 」
（
一
七
り
上
 
ハ
 0
!
 上
ハ
 

 
 

そ
し
て
、
ハ
マ
ン
の
口
口
語
学
者
の
十
字
軍
」
 

を
 読
む
に
至
っ
て
 、
へ
 

（
の
 
9
 
）
 

 
 

先
駆
と
な
る
こ
と
が
決
定
的
と
な
る
の
で
あ
っ
た
。
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参
加
し
た
 フ
オ
ル
ス
 

 
 

 
 

 
 

・
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
受
賞
 

 
 

 
 

育
成
の
た
め
の
歴
史
 哲
 

 
 

 
 

に
は
、
ヘ
ル
 ダ
 Ⅱ
の
 大
 

 
 

 
 

１
目
）
の
基
本
線
は
 、
 

 
 

（
Ⅱ
円
山
岨
 

p
 
）
に
お
け
る
勉
学
を
基
 

（
 
｜
 
こ
、
 

2
 
1
 
 

）
 自
然
、
人
間
、
Ⅰ
二
口
 

歴
史
に
つ
い
て
の
 

 
 

 
 

版
 で
あ
っ
た
。
 

 
 

 
 

送
っ
て
 い
 

 
 

 
 

ぅ
 希
望
を
抑
 

 
 

 
 

よ
り
、
も
っ
 

 
 

け
て
み
た
い
の
で
す
。
こ
れ
が
私
の
念
願
で
す
。
」
，
（
 

1
 
I
 ）
 

 
 

 
 

届
 と
な
っ
 

 
 

 
 

月
は
東
海
を
 

 
 

 
 

2
 目
荻
 じ
に
 る

 
（
 日
附
 

え
 難
く
、
 

と
沢
山
の
 

て
現
わ
れ
 

渡
っ
て
 
コ
 

至
っ
た
。
 

 
 

 
 

回
に
わ
た
っ
て
連
載
 

（
 
0
 ）
 

 
 

 
 

と
し
て
出
版
さ
れ
た
が
 

 
 

 
 

こ
は
、
妻
の
カ
ロ
リ
 

 
 
 
 

 
 ㏄
 
'
 

 
 

  



ヘルダー における「自然」 

て が に 

ヘ
ル
ダ
ー
の
学
問
は
 
、
 決
し
て
組
織
的
と
は
い
え
な
 

対
す
る
見
方
も
自
ら
明
ら
か
に
な
り
、
彼
の
主
張
を
 

い
て
は
一
 つ
に
 帰
す
は
ず
の
も
の
で
別
個
に
理
解
す
 

一
七
六
九
年
の
Ⅱ
わ
が
旅
日
誌
」
に
は
、
新
た
な
 

世
 

い
る
。
 

「
人
間
、
海
な
ど
と
い
う
被
造
物
、
気
候
、
こ
 

う
し
 

 
 

 
 

」
 
 
 
人
間
 

 
 

た
 人
生
史
の
概
観
で
 

あ
る
。
 

い
が
、
人
間
に
対
す
 

体
系
的
に
理
解
す
る
 

。
へ
き
性
格
の
も
の
で
 

界
を
巡
航
し
て
得
た
 

た
自
然
は
 、
 何
と
 偉
 

 
 

め
 

 
 

神
 

 
 

士
ァ
 

Ⅰ
 

は
な
い
。
 

 
 

留
め
 

 
 

も
の
 

 
 

 
 

｜
ル
に
 死
ぬ
の
で
あ
 

る
 。
 

 
 

 
 

常
 な
興
味
と
期
待
を
寄
 

 
 

籠
中
の
も
の
と
し
、
自
説
の
展
開
に
役
立
て
て
い
る
。
 

 
 

 
 

王
子
の
行
 ぎ
 N
 づ
 o
 コ
 

 
 

 
 

の
叶
巳
苦
す
 

佳
 お
 ）
 咬
巳
ゲ
｜
 

 
 

 
 

屋
 ）
の
宮
廷
牧
師
 兼
宗
 

 
 

 
 

銭
 ）
の
宮
廷
牧
師
 兼
宗
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ぅ
か
 南
で
あ
ろ
う
 

 
 

 
 

。
人
類
の
 

 
 

 
 

か
 。
（
中
略
）
 
キ
 

 
 

る
 フ
ラ
ン
ス
 ゥ
 英
国
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ド
イ
ツ
の
国
情
。
 

中
国
・
日
本
 

 
 

 
 

を
し
終
え
、
啓
蒙
 

（
 
止
 ）
 

 
 

 
 

こ
と
で
あ
る
。
」
 

 
 

 
 

な
か
っ
た
の
だ
 

 
 

 
 

の
 構
想
し
（
以
下
 

想
 」
と
略
称
し
に
い
た
っ
て
い
た
。
 

 
 

 
 

に
 不
遜
な
人
間
 

 
 

 
 

で
あ
っ
た
。
し
か
 

 
 

 
 

て
 認
識
さ
れ
、
 ま
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

七
八
七
年
）
は
 第
 

 
 

 
 

を
 中
心
と
す
る
 物
 

 
 

 
 

た
 彼
の
思
想
を
辿
 

み
た
い
。
 

た ら も 
つめ一 て見 部構意は 「 『 構 が ） 、 

の の り 趣 か 
元 政 ス 原   
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ヘルダー @c おける「自然」 「人間」・「 神 」 

 
 

 
 

由
 
億
円
の
Ⅰ
㏄
円
の
 

ロ
ノ
 

の
Ⅰ
）
 

 
 

 
 

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
 

ミ
ク
ロ
コ
ス
モ
ス
 

（
 
け
 
@
 
）
 

 
 

 
 

に
人
間
は
地
上
の
小
字
 

 
 

 
 

ば
、
 
彼
の
全
篇
を
通
 

ず
 

 
 

 
 

の
 
出
発
点
で
あ
っ
た
。
 

 
 

博
識
な
観
察
か
ら
は
じ
め
て
・
人
間
界
に
及
ぶ
。
 

 
 

 
 

い
 る
が
、
凋
落
す
れ
 

 
 

 
 

然
 に
よ
っ
て
や
が
て
 

見
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

で
あ
る
。
類
似
の
風
土
 

 
 

 
 

も
 果
実
は
少
く
な
る
と
 

（
 
憾
 
）
 

 
 

物
界
に
も
そ
の
ま
ま
妥
当
す
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

の
か
。
な
ぜ
自
然
は
・
そ
の
創
造
物
を
こ
の
よ
う
に
、
 

押
し
 
ん
コ
い
へ
 

し
 
ん
ロ
い
 

 
 

 
 

空
間
に
、
最
大
多
数
の
 

 
 

 
 

均
衡
が
と
れ
た
時
に
だ
 

（
 
け
 
）
 

 
 

 
 

た
彼
 
独
自
の
心
境
が
開
 

（
⑳
）
 

 
 

く
 提
出
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
ろ
う
。
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窒
息
 味
 に
お
い
て
は
 

 
 

 
 

間
が
 。
こ
の
組
織
中
の
 

 
 

あ
ろ
う
か
。
 

 
 

 
 

在
し
、
こ
れ
以
外
の
 

 
 

 
 

を
 通
し
て
、
そ
こ
に
は
 

 
 

 
 

あ
り
え
な
い
。
し
か
し
 

 
 

 
 

こ
と
に
な
っ
た
。
 
 
 

 
 

来
 上
っ
て
、
手
足
の
構
 

 
 

 
 

ぃ
が
 。
我
々
の
中
に
沈
 

 
 

ざ
 ）
は
、
ど
こ
に
宿
る
こ
と
が
出
来
る
だ
 5
%
 ど
 

 
 

 
 

高
度
な
働
き
精
神
力
 

 
 

 
 

的
な
実
在
」
、
「
神
性
を
 

 
 

 
 

神
論
 
（
 
弔
目
 （
 
ア
の
 
出
自
甘
し
 

 
 

 
 

が
 認
め
ら
れ
る
だ
け
で
 

 
 

 
 

性
を
具
有
す
る
も
の
が
 

 
 

 
 

形
 ）
と
呼
べ
る
働
き
を
 

 
 

2
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ヘルダー @c お ( プる 「自然」 「人間」 「 神 」 

 
 

（
と
こ
ろ
に
 

向
 
っ
て
・
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
伸
び
て
行
け
 

る
 
）
も
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

Ⅰ
（
何
の
）
 

る
 
。
 
@
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

以
外
の
の
 o
H
 
（
 
汀
ざ
を
、
 

 
 

 
 

い
て
は
禁
を
破
り
な
が
 

 
 

 
 

に
 確
立
し
た
こ
と
に
な
 

る
 。
そ
れ
が
次
の
言
葉
で
も
あ
っ
た
。
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略
 ）
キ
リ
ス
ト
自
身
は
 

 
 

 
 

。
」
（
 

た
 m
d
 

）
と
述
べ
て
い
る
 

 
 

 
 

な
ら
ず
と
認
め
、
ま
た
 

 
 

 
 

イ
ェ
ス
が
、
人
間
と
し
 

 
 

 
 

い
る
。
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
 

 
 

。
し
か
し
 へ
 ル
ダ
ー
に
と
っ
て
は
、
神
の
子
と
し
て
、
 

一
方
的
に
天
降
っ
た
が
 

 
 

 
 

ら
ば
、
ヘ
ル
ダ
ー
の
 
ょ
 

 
 

 
 

事
柄
が
多
い
の
で
は
な
 

か
ろ
う
か
。
 

 
 

 
 

 
 

芸
術
に
も
 
脱
き
 及
ん
だ
上
で
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
 

こ
の
喜
び
を
し
み
じ
み
と
味
わ
い
。
地
上
の
 

自
ら
の
思
考
世
界
の
申
に
納
め
た
時
、
遂
に
 自
 

た
ち
の
神
」
と
自
認
し
て
少
し
も
 恥
 ず
る
こ
と
 

っ
 た
と
も
解
さ
れ
る
。
イ
エ
ス
に
お
け
る
「
 神
 

れ
た
の
 0
 （
（
 

プ
の
ノ
 
を
確
実
に
把
握
し
た
時
に
は
、
 

は
あ
る
ま
い
か
。
ヘ
ル
ダ
ー
の
神
観
に
は
、
 ど
 全

組
織
の
中
で
こ
う
認
識
し
得
る
人
間
の
位
置
 

ら
 第
二
の
創
造
者
と
し
て
名
乗
り
出
る
に
至
っ
 

の
な
い
、
む
し
ろ
神
に
対
し
て
、
 

こ
 9
 目
覚
め
さ
 

の
子
」
と
し
て
の
 
自
 覚
と
 

、
 
相
通
ず
る
も
の
も
あ
 

最
早
、
単
な
る
神
性
を
宿
し
た
器
物
で
は
な
，
 

う
ら
 こ
 う
 い
 う
 要
素
が
窺
わ
れ
る
。
彼
が
 
イ
ェ
 り
そ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
自
ら
与
え
 も
 

へ
て
 、
の
 0
 ま
 そ
れ
自
身
だ
と
信
じ
た
の
で
 

ス
 に
つ
い
て
、
「
キ
リ
ス
ト
が
自
ら
信
じ
 

を
 再
認
識
し
た
時
、
そ
し
て
、
全
世
界
を
 
 
  
 

た
の
で
は
あ
る
ま
 い
か
 。
こ
れ
は
「
動
物
③
 
 
 

せ
て
頂
け
た
こ
と
を
証
明
す
る
言
葉
で
あ
 



ヘルダ一に   おけ る 「自然」 「人間」 「を ヰ Ⅰ 

 
 

 
 

い
な
い
。
し
か
し
、
 

 
 

 
 

コ
 
）
 べ
 ・
 

幾
ら
わ
れ
 

的
 び
 （
 
t
l
 
一
 
0
 ァ
の
 

な
け
れ
ば
 

生
命
あ
る
 

な
り
、
 
統
 

（
 
お
 ）
 

な
っ
た
。
」
 

神
に
よ
 

る
こ
と
に
 

間
は
神
に
 

だ
か
ら
、
 

り
 、
病
気
 

こ
の
点
 

す
な
 む
 ち
 

と
が
出
来
 

「
 人
 問
が
 

 
 

 
 

醒
 さ
せ
ら
れ
 

 
 

 
 

 
 

な
っ
た
。
 人
 

 
 

 
 

の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

貧
弱
に
も
な
 

 
 

 
 

 
 

 
 

っ
て
い
る
。
 

 
 

 
 

ロ
 
0
 こ
す
る
こ
 

 
 

 
 

た
が
っ
て
 、
 

 
 

 
 

」
と
説
き
、
 

 
 

 
 

っ
 た
な
ら
、
 

 
 

 
 

る
 舌
口
薬
（
 倖
拐
 

 
 

 
 

れ
た
。
さ
も
 

 
 

も
し
れ
な
い
。
そ
れ
が
こ
の
Ⅰ
二
口
語
能
力
（
 留
尽
 。
 ァ
の
 
）
 に
よ
っ
て
 、
 

 
 

 
 

感
情
が
一
と
 

 
 

 
 

く
る
よ
 う
 に
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彼
自
身
は
遂
に
 

 
 

 
 

ら
 、
世
界
の
事
実
に
つ
 

 
 

・
実
感
と
観
察
と
に
よ
っ
て
帰
納
す
る
研
究
 描
度
が
、
 ま
ず
殆
ど
な
か
っ
た
 

な 引 ろ え 想、 り 
カ い 退 こ う る 的 は へ   
ン 。 す め か こ 人 は か 起 視 者 を 
ト 旧 こ よ 。 と 問 い ダ し の が 文 
は 師 と う に 像 の l て 居 、 神 字 
、 の は な ょ と で が み 想、 の に 
抗 力 出 独 っ - あ   た は 賜 書 
行 ン 来 由 て 致 る 以 い 、 物 か 
記 ト な の   し 。 上 。 彼 を れ 
を さ か 宗 そ た 教 の こ 白 土 た 

の か 祖 よ   発 ら と う 

こ へ 。 を   

と ル 事 抱 音 也 て 人 

間 と の " ダ l 実い " た であ なら イ の   
周 の へ へ る な ェ 観 

へ い ス 方 
囲 の構 『 ル ダタ 化 ル 。 も か   
九 想 l i ダ し 夫 ろ 
々 」 は は l か か 割 聴覚 たゲ 好さ 知能 

を 第 当   目 し ら り 

麟 一 時 ぃ ら 、 陸 田 テ 手 伝 道 
l が め を 

察 巻 の わ が 信 つ し と 伝 い し 
す が 教 は 、 仰 た た は っ 理 て 
る 出 会 禁 美 的 者 神 射 て 白 ゑ 台 
こ た か 断 は 実 で は 象 い も め 

イ 在 あ ・ 的 た こ て   ェ 者 る 実 で の こ 獲 
に 全 こ の ス と が は あ で に 得 
よ く と 実 と し 故 ギ 
っ 現 ご と 射 て に リ はな る 。（ 磁 ） 

か し る 
て 、 実と食 離くべ 等の尊 のイ貴ト ス ろ て も 
細 れ 異 た ィ 正 エ な の う い の 
か し 齢 人 置 ス の 説 か る と 
く た 視 類 に に で い 。 が し 
且 ・ 理 さ の 立 、 は た 幼 た し 
っ 想 れ 祖 っ 理 な 神 時 へ こ 

広 論 た 先 に ル と 
い と の と とは 想的たこ く、 

と 実 へ       
如 し る 、 し お す 
と た 。 神   た け べ 
人 の そ 学 す し 自 も 昔 る き 
間 で れ の る て 見 必 楽 こ も 

知 あ ば 園 の の が 然 へ の の 
で 地 描 的 の ょ が へは 得 を は 位 い っ 

た 」 で も な む た な   
人 は ぅ か 与 理 が ま も 聴   
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（・ルダ一における「自然」 「人間」 「 神 」 

 
 

 
 

る
こ
と
の
余
り
・
神
拝
 
6
 

 
 

 
 

く
 非
難
し
た
と
き
、
 
こ
 
   
 

 
 

 
 

表
現
を
借
り
る
と
す
れ
㏄
 

 
 

 
 

い
の
だ
と
い
う
証
明
を
 

 
 

に
な
っ
た
。
カ
ン
ト
が
ス
ピ
リ
チ
ズ
ム
に
失
望
し
 

、
立
 
腹
の
挙
句
「
こ
の
祝
盃
 

者
 

 
 

 
 

の
 
Ⅰ
（
）
そ
れ
に
カ
ン
ト
が
 

 
 

 
 

ボ
ル
ク
の
夢
想
し
た
こ
 

 
 

 
 

動
か
し
た
の
で
あ
っ
た
。
 

 
 

 
 

や
が
て
形
而
上
学
は
 

 
 

 
 

の
 先
導
者
（
ス
ウ
ェ
ー
 

  

 
 

神
に
、
最
高
・
完
全
・
 

 
 

  

の
で
あ
る
。
こ
れ
が
 

彼
 

  

 
 

き
 
詰
り
、
彼
の
新
し
い
 

 
 

  

在
を
 
「
探
し
出
す
」
 

こ
 

 
 

  

の
中
に
あ
っ
て
、
論
理
 

（
 
5
 
）
 

 
 

 
 

を
 感
ず
る
の
で
あ
 

る
 。
 



 
 

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
 

 
 

 
 

を
 読
ん
で
も
・
か
な
 

 
 

 
 

長
の
探
検
討
（
 一
セ
七
 

 
 

 
 

ン
ト
 が
こ
の
頃
書
い
た
 

 
 

 
 

種
 的
特
徴
は
、
雑
種
土
 

 
 

 
 

人
種
問
題
は
わ
か
ら
な
 

 
 

 
 

を
ほ
の
め
か
し
た
も
の
 

 
 

 
 

き
も
の
と
反
駁
し
た
。
 

 
 

 
 

し
て
・
聖
書
の
創
世
記
 

 
 

 
 

ぬ
も
の
と
し
て
一
笑
 に
 

附
し
た
。
 

 
 

 
 

著
作
者
と
や
ら
 仰
る
 

 
 

 
 

を
 一
つ
以
上
と
見
る
可
 

 
 

 
 

い
 う
 の
を
邪
教
と
い
う
 

 
 

 
 

 
 

 
 

し
か
読
ん
で
な
い
と
 

（
が
一
）
 

 
 

 
 

も
の
は
あ
っ
た
と
考
え
 

る
 。
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人
間
は
人
間
と
し
て
最
初
か
ら
 

（
 
4
 ）
 

る
の
で
あ
る
。
こ
の
限
り
で
は
 力
 

結
局
う
ま
く
解
決
出
来
な
か
っ
た
 

（
 
5
 ）
 

１
 0
 環
境
論
で
あ
っ
た
。
 

一
例
を
犬
に
と
っ
て
見
て
も
、
 

人
間
に
つ
い
て
も
同
様
な
こ
と
が
 人

間
で
あ
 

ン
ト
 の
見
 

が
、
事
実
 

地
上
の
風
 

舌
口
え
る
。
 

71  C が 33 

黒 土 

0% 人の 理 の 観と 解る 。 
黒 い   
色 に ら り の 
は よ     
他 て   
族 形 た 書 違 
の 伏 
自 は 
  変   
褐 化 に に て し 最 求 も 
黄 て   も め     妥 は 人 

当 し 類 
と な と   居 、 か い 

一 犬 わ っ う 
っ は れ た 単 
と や た 。 一 
見 は 説 道 の 
る り 

Ⅰ ぐ 、 -- 

明 信 越 
法 性 腺 

き っ は の を 
も の 、 意 な 
の 種 
で 族   
  で テ つ の 
不 あ ス い と 

キ て 考   ュ は え 

 
 
4
 

 
 

 
 

 
 

等
の
成
果
を
積
極
的
 

 
 

十
分
な
基
礎
を
提
供
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

界
の
類
似
か
ら
観
察
し
ょ
う
と
提
案
す
る
。
そ
し
て
、
 

「
自
然
界
に
は
 何
一
 

 
 

 
 

し
て
い
る
 ピ
 
が
 、
 夫
々
の
発
展
途
上
に
お
い
て
は
、
 

い
か
に
進
化
の
前
進
力
 

 
 

 
 

な
も
の
へ
と
形
成
さ
れ
 

 
 

 
 

え
た
人
間
は
、
生
命
 あ
 

 
 

 
 

生
物
が
、
そ
れ
ぞ
れ
 生
 

 
 

 
 

類
 が
人
類
に
と
い
う
よ
 

 
 

 
 

認
め
る
立
場
で
あ
る
。
 

 
 

泉
で
あ
っ
た
こ
と
だ
け
は
認
め
ら
れ
る
。
（
 
3
 
4
 ）
 



 
 

 
 

。
風
土
に
よ
り
体
質
 

 
 

 
 

の
は
当
然
で
あ
る
。
 そ
 

 
 

 
 

く
 、
そ
の
土
着
 民
 に
は
 

 
 

 
 

ん
て
い
る
。
「
我
々
 

 
 

 
 

 
 

 
 

と
な
り
、
 ニ
 ス
 ノ
 セ
ン
ト
リ
ズ
ム
を
 
超
 

生
を
促
す
こ
と
に
な
 
死
 
。
（
 

8
 ）
 

 
 

そ
し
て
天
下
の
若
 い
力
 に
行
動
性
を
与
 

 
 

｜
 マ
ン
主
義
思
潮
の
源
泉
と
な
る
所
以
 

 
 

も
な
っ
た
。
そ
し
て
こ
れ
は
そ
の
ま
 

 
 

間
観
 ・
自
然
 
観
 ・
宗
教
観
を
記
述
す
 

 
 

愛
の
精
神
が
溢
れ
、
そ
れ
は
単
な
る
書
斎
 

る
だ
け
で
終
り
 

の
計
画
と
し
て
 

え
た
の
で
あ
る
 

で
も
あ
っ
た
。
 

ま
 展
開
し
て
、
 

え
て
、
民
族
学
 は

し
な
か
っ
 

は
留
ま
ら
ず
 

。
こ
れ
が
い
 

当
時
、
 
ョ
 ー
 

-
 
（
 せ
 里
オ
 

e
r
 

ダ
目
 

た
 。
 へ
 

、
実
践
 

わ
ゆ
る
 

ロ
ッ
パ
 

コ
ロ
 
の
）
の
 
発 火 シ 酌 め 

 
 

 
 

か
ら
、
ア
フ
リ
カ
に
 百
 
 
 
 
 

 
 

 
 

ろ
 、
海
風
が
冷
却
す
る
の
 

 
 

 
 

 
 

 
 

空
間
と
を
通
じ
て
繰
り
 

 
 
 
 

 
 

 
 

っ
て
行
く
。
そ
の
形
 

 
 

 
 



ヘルダー におけ る 「自然」 「人間」 口中」  
 

 
 

な
 動
物
的
な
も
の
、
 
残
 

（
の
）
 

忍
 な
も
の
に
 陥
 ち
て
行
く
 他
 な
い
の
で
す
。
」
 

フ
マ
 
Ⅰ
Ⅰ
ー
 

ト
 

 
 

 
 

@
 
 
曲
ず
 口
目
 
勺
目
ヴ
 ③
 臣
 ㏄
 

 
 

 
 

と
か
、
親
切
さ
、
博
愛
 

 
 

 
 

し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
 
73  (395) 

わ
た
っ
て
出
版
さ
れ
た
「
人
間
性
向
上
の
た
 

て
書
か
れ
た
彼
の
著
作
を
編
纂
し
た
も
の
で
 

「
人
間
性
は
、
私
た
ち
人
類
・
の
特
性
で
す
 

人
や
善
人
、
立
法
者
、
発
明
者
、
哲
学
者
、
 

は
 、
模
範
と
作
品
：
研
究
所
と
教
 説
 に
よ
っ
 

人
間
の
骨
折
り
の
結
晶
で
あ
り
、
収
獲
物
で
 

 
 

（
 
W
 （
）
十
拳
 は
 、
こ
の
精
神
に
則
っ
 

フ
マ
ニ
ナ
 

t
 ト
 

 
 

る
 。
 

 
 

成
さ
れ
て
行
き
ま
す
。
す
べ
て
の
 偉
 

 
 

際
し
、
そ
の
職
責
を
果
す
に
当
っ
て
 

 
 

り
ま
す
。
人
間
性
は
、
あ
ら
ゆ
る
 

 
 

の
形
成
は
 、
 絶
え
間
な
く
継
承
し
て
 

い
る
。
 

ヘ
ル
 ダ
 

が
 、
 実
は
 

る
 。
彼
は
 

さ
せ
て
、
 

 
 
5
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

精
神
を
密
着
 

 
 

 
 

ら
 四
年
間
に
 



 
 

す
 な
 む
 ち
 

 
 

は
 学
ぶ
 所
 

 
 

益
 な
発
達
 

0
 目
的
を
達
成
す
る
以
外
に
な
い
。
 

ナ
 ン
 シ
ユ
 

 
 

被
造
物
で
 

 
 

類
 に
と
っ
 

 
 

ま
ま
生
え
 

フ
マ
ニ
 

ナ
 ー
 @
 

 
 

人
間
性
を
 

は
 、
諸
宗
教
の
神
話
を
計
る
試
金
石
で
あ
る
。
 

 
 

は
な
い
。
 

 
 

ち
こ
ん
だ
も
 

が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 
 

0
 人
間
統
合
 

 
 

は
な
い
。
 

 
 

 
 

も
の
で
あ
 

て
い
る
に
す
ぎ
な
い
の
だ
か
ら
。
 

 
 

ろ
 う
 。
こ
れ
 

 
 

し
 、
維
持
 

 
 

 
 

し
 え
た
か
と
考
え
る
 

  

 
 

た
め
の
書
簡
」
（
：
）
 

5
 
に
よ
っ
て
補
足
し
た
い
。
 

 
   

き に と の 
結 応 し 学 
合 じ て 者 
す て 用 の 
る 、 い 言 

Ⅰ 口 ら 葉 
丁 ぎれに 
し 早 る な 
て キ よ る   

 
 

強
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
 
集
 ム
ロ
概
念
と
し
て
の
「
 

人
 

 
 

ね
 、
ド
イ
ツ
語
に
は
い
る
と
、
ラ
テ
ン
語
に
お
け
る
 

 
 

い
 う
二
 語
を
生
じ
た
。
そ
れ
に
 へ
 ル
ダ
ー
は
 、
両
 

 
 

な
 意
味
づ
け
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
（
 

I
 
5
 

）
 (396) 74 



ヘルダー @ こ おける「自然」 「人間」 「 神 」 

75  C ㏄ 7) 

か つ 位 し り を な の た で せ ぅ の す 
く た 置 た 乍 、 る 方 時 。 は 界 ダ 身 で る も そ な ン な あ 全   ン 見 テ 処 る 4 歩 

テ つ の 

物然 の " いあ てるの間 神人はけ子 " を と 
し 。 業 

ス め 神 て 従 の 
キ る 曲 行 っ 過   ュ 思 に 

恵 だ 識 の ら 界 の・ て の   
ま け を 結 、 か 権 高 へ い す ぁ 
れ が 新 果 神 ら 力 び ル 
た 目 た と の 発 を 天 ダ   

特 然 に し た 見 通 下 l か て げ 
十種 弄 し て め し し に は 一 ア 、 5 

っ 仕 最 
て 組 終 

を の た   に よ て 押 、 l 十 れ い ま 目 
与 例 の 彼 人 う の し 神 る れ 標 
え 外 で は 間 と み 流 学 ル人た 、 世ル も た で 
ら で あ   と す 接 し を ル 紐 ネ、 の も あ 
れ は る 大 世 る し た 志 ソ の ッ で め る 

て あ 。 目 界 、 え 。 し @ 初 サ あ な   
い り そ 然 と そ た そ な 等 頭 ン 
る 得 の の を の 神 れ が がミ に ス る 。 0 で % 中 
の な 認 中 説 自 の が ら こ は の 
か い 識 に か 党 風 シ も の 、 燭 

， 巴 。 イ 光   想、 タ は   
い う い 動 入 っ 即 ウ の な り " 

汲 l ヴ 

  

間 を 「 難 側 だ 神 あ だ ら コ 
に 伴 / ド い か か の ウ び o ヨ l   
赴 な 宇昌 法 ら 5 例 ン て ド l の P 条 誤 

十こ ト " イ ロ 哲 かざ 9  。 缶ま別 」 " を 自 "  へあ " キ中 

ソッ学 で 、 パ に   は の よ 
え し て す 存 @ 対 ン 非 レ 諾 っ 

な 、 の る 立 も 的 ク ざ 、 ソ 因 て 
  

か こ 人 と 意 同 属 の る シ に 展 
っ 0  間・ と 義 じ 性 運 用、 ン 流 開   
た 自 の も を 神 か 動 想 、 グ れ し 
。 覚 発 に 知 学 ら で を 出 
そ は 見 、 る 者 の あ は ハ し 新 

に 宮 た・で み っ ぐ れ   て て た   
を 何 つ ら め あ 導 た く し と と 

憲 政 な の に り き 。 む ン行 なっ な 、 ， 思 。 し 
み 人 が 置 目 、 出 そ   ど た 人 い て 
と 類 る か 熟 読 し の そ がミ 。 間 
い だ も れ 外 教 え 推 し 受 フ の 

法 
Ⅱ目見 

け ぅ 側   ら 中 
止 ン か も の 

謝 、 あ る 察 あ の と 自 め ス ら そ も 



 
 

 
 

に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
 

 
 

 
 

ろ
で
あ
っ
た
。
 

 
 

 
 

め
よ
う
と
す
る
哲
学
 

 
 

 
 

る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
 

 
 

 
 

味
 を
も
つ
も
の
で
あ
っ
 

 
 

 
 

力
 に
な
っ
た
と
は
言
い
 

 
 

 
 

ら
 非
難
き
れ
は
し
た
 

 
 

 
 

が
る
 地
慣
 し
を
し
た
も
 

の
と
い
え
よ
う
。
 

 
 

 
 

賜
物
と
し
た
こ
と
は
 

 
 

 
 

程
で
試
み
た
 へ
 ル
ダ
ー
 

 
 

 
 

分
類
派
と
云
わ
れ
る
 近
 

（
 
鰯
 ）
 

 
 

 
 

か
に
し
よ
う
と
し
た
 試
 

 
 

の
上
日
日
。
コ
ま
１
目
 9
 ）
や
ヴ
ン
ト
（
 ミ
 ・
ミ
ロ
ロ
ロ
 

H
-
 目
の
㏄
１
 

%
N
o
 

）
に
よ
っ
 

 
 

 
 

っ
た
 。
バ
ス
チ
ア
 
ン
 

 
 

 
 

・
フ
ン
ボ
ル
ト
、
シ
ュ
 

レ
 ー
ゲ
ル
（
 ト
 ・
 
ミ
 ・
 
く
 0
 口
ぎ
 三
の
㎎
の
）
・
ま
ま
１
目
㌫
）
・
 

 
 

ヴ
ン
ト
等
に
よ
っ
て
 展
 

閲
 さ
れ
た
民
族
心
理
学
の
流
れ
は
そ
れ
で
あ
 か
め
 
）
 

て ㏄ 8)  76 
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目
 
Ⅱ
の
の
１
１
ぃ
㏄
。
の
）
 

、
へ
 

 
 

 
 

エ
ル
 
イ
 マ
ッ
ヘ
ル
（
 
児
 ・
 
し
 

 
 

 
 

ベ
ロ
ー
）
の
の
）
）
の
み
示
教
 

哲
 

 
 

 
 

治
 思
想
に
は
い
っ
て
 、
 

 
 

 
 

、
ロ
シ
ヤ
の
政
治
、
文
 

 
 

チ
ズ
ム
の
源
泉
と
も
考
え
ら
れ
る
程
で
あ
 飴
 ）
 

 
 

 
 

か
り
知
ら
ぬ
不
幸
な
 

 
 

 
 

生
源
 に
な
っ
た
こ
と
を
 

 
 

 
 

、
当
然
起
る
べ
く
し
て
 

起
っ
た
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
 

 
 

 
 

史
上
に
お
い
て
も
、
 

 
 

 
 

我
 を
と
り
ま
く
世
界
を
 

 
 

 
 

比
 す
べ
き
存
在
で
は
な
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

｜
は
 「
 
神
 」
と
い
う
 表
 

 
 

 
 

、
 彼
の
全
生
活
の
営
み
 

 
 

 
 

来
の
 
"
0
0
 

（
（
，
と
い
う
 

 
 

 
 

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
 
77  C3 的 ) 



 
 

 
 

 
 

方
向
か
ら
迫
っ
て
 内
 

コ
ソ
 
ト
ハ
イ
 

ト
 

 
 

 
 

方
向
を
示
す
よ
 う
 に
 見
 

 
 

 
 

一
 つ
 決
定
的
な
相
違
は
 

 
 

 
 

ヘ
ル
ダ
ー
は
、
あ
く
ま
 

 
 

 
 

態
度
と
は
、
可
成
り
 対
 

 
 

 
 

ぅ
と
 努
め
た
が
、
自
然
 

 
 

 
 

神
 ）
に
抱
か
れ
る
喜
び
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

し
な
 い
 だ
ろ
う
か
。
（
 

1
 
6
 

）
 

 
 

ぅ
 も
の
と
、
答
え
ら
れ
 

由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
 

ん
 根
強
く
受
け
継
が
れ
 

ぅ
 疑
問
に
は
、
こ
 う
し
 

で
あ
る
。
 

し
 難
い
も
の
と
感
じ
 

 
 

 
 

き
 、
東
洋
人
の
業
績
 

 
 

 
 

心
付
く
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

0
 次
の
よ
う
に
言
い
 

0 ㏄ ， >  78 
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を
 以
て
植
民
地
イ
ン
ド
 

 
 

 
 

ホ
 ー
フ
ェ
ン
の
 

 
 

 
 

の
 ぽ
の
色
は
 、
 

慣
習
法
の
発
見
を
報
ず
る
劃
期
的
な
著
書
。
 

 
 

 
 

倖
 の
 目
 。
の
の
 

巴
ド
臣
 

 
 

の
 O
n
p
O
l
 

ロ
。
 

コ
 （
 
ぃ
 
n
p
 

一
の
（
Ⅰ
 

口
 O
 
ヰ
 
E
 （
の
 ぎ
 
H
 
口
ロ
 
0
 口
曲
 p
p
.
 
 

Ⅰ
の
レ
ロ
 

0
 コ
 @
 
 
把
 稿
 

「
オ
ラ
ン
ダ
 

民
族
学
史
要
」
（
民
族
学
研
究
二
六
 
ノ
二
こ
 

 
 

い
 0
 ア
 の
ロ
 
ロ
 の
 0
 （
（
 
吊
 
Ⅰ
 す
 
の
し
出
の
Ⅰ
 
ロ
の
 
「
・
の
 
ヰ
 
仁
安
的
の
Ⅰ
 

ヰ
 
㏄
片
片
 

 
 

 
 

0
 ア
の
コ
 
@
 
 
の
 

 
 

 
 

グ
 
ミ
 ぎ
目
の
 ロ
 ・
口
目
口
 
N
-
 ぷ
ト
 ー
 づ
 0
 の
，
参
照
。
 

㏄
 
1
 

 
 

 
 

 
 

一
一
読
し
 
、
 
F
 （
 一
 
（
 
@
 
お
ア
 の
 
 
 
 
 

ン
 
ア
 あ
 己
の
 
ダ
 
㏄
し
音
：
）
 づ
 の
の
を
ま
 旧
 わ
し
た
。
 

妻
 わ
し
た
。
 

 
 

本
 的
に
切
離
し
て
 

 
 

互
に
一
如
で
あ
り
、
 

 
 

人
は
一
方
に
於
て
 理
 

 
 

祈
り
求
め
る
。
と
こ
 

（
 
磁
 ）
 

の
 も
し
な
い
。
」
と
。
 

 
 

か
ら
色
々
 御
 指
導
 頂
 

 
 

な
 

 
 

 
 

 
 

腕
 

 
 

求
 

い
た
こ
と
を
附
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
 



 
 

 
 

に
よ
り
リ
ガ
の
司
教
 

 
 

セ
 六
九
年
に
は
同
校
説
教
師
 

冗
 Ⅰ
の
仁
田
 

繍
 ）
を
拝
命
し
た
。
 

 
 

0
 世
界
周
航
を
遂
げ
る
り
こ
の
間
の
報
告
は
一
七
七
三
年
に
 

出
版
（
 ，
，
く
 

0
 ぜ
 
の
の
㊤
・
 

、
 

 
 

 
 

の
 報
告
は
一
七
 

 
 

 
 

べ
｜
リ
 ソ
グ
 海
 

 
 

 
 

「
 
揺
概
 し
の
 註
 

        ） ） 9 1 11 ） 0           

窩届 Ⅱ巳の 
口 目 

（ お   Ⅱ 臣 

  

目の 

e 笘 

      
  
  
  

学 ら ）   

の 。 
    
  
㏄ 伍 

  

の Ⅱ 笘   の Ⅱ 
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ヘル   ダ 一における「 自 % Ⅰ 「人間」 円卓」 

8
1
 

 
 

 
 

円
 ・
 
，
 
宮
の
 
コ
 の
 
c
 
オ
ダ
 
の
 
@
h
 

：
 

 
 

 
 

も
へ
ザ
由
コ
 

0
 口
編
 ）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ア
 円
の
 
E
 口
ロ
の
ぎ
 
由
ず
ア
 
の
 臣
 

 
 

 
 

年
 9
 の
の
り
の
 
0
 ア
目
 

 
 

 
 

0
 Ⅰ
の
・
 
り
し
 
Ⅰ
 の
 

Ⅰ
 0
 臣
倖
 
。
 目
 

 
 

の
 ㏄
㏄
 

（
㎎
）
 刃
乱
 の
拝
辞
・
 P
 ゆ
か
 
の
 @
0
 
千
 ・
 0
%
 

 
 

 
 

隼
の
 
Ⅱ
の
㏄
の
日
日
日
 
0
 ア
 の
 

 
 

 
 

仁
 で
ず
 
曲
 二
本
に
 ょ
 

り
 、
便
宜
上
口
忠
臣
Ⅰ
 
コ
 ㌍
・
Ⅹ
（
 H
 （
 "
 お
と
表
記
す
る
。
 

（
㎎
）
口
角
 監
ク
ド
 ～
の
 

A
.
 
 

Ⅹ
 H
H
H
.
 
m
g
 
%
 

（
㎎
）
 下
 q
 倖
の
 

q
.
 
 

）
Ⅱ
の
 

か
 ・
Ⅹ
Ⅰ
 H
.
 
 

窪
 

（
四
）
イ
円
の
Ⅱ
宙
の
弓
・
 

P
 Ⅱ
㏄
 
か
 ・
Ⅹ
Ⅱ
（
 
H
.
 
 

の
㏄
 

（
 
打
 ）
 
イ
 山
の
Ⅰ
山
の
 

q
,
 
 

田
 
Ⅱ
㏄
 
か
 ・
Ⅹ
 

H
H
H
.
 
 

㏄
ト
は
 

（
 
四
 ）
甲
田
 0
 Ⅰ
 監
 
q
.
 
p
 

Ⅱ
㏄
 

か
 ・
Ⅹ
（
 コ
 ・
）
 い
 の
 

（
 
為
 ）
 
出
 四
 %
 轄
 ・
 P
 ～
の
 
か
 ・
 パ
 Ⅱ
（
・
）
の
）
 

（
 
れ
 ）
目
の
Ⅰ
隼
の
 
H
.
 
P
 

つ
め
か
 
・
Ⅹ
 

H
H
H
.
 
 

べ
 ）
 

（
 
あ
 ）
目
の
日
 山
 0
 Ⅰ
・
 P ～
の
 
か
 ・
 パ
 （
Ⅰ
・
）
）
 
肚
 

（
 
托
 ）
イ
円
の
Ⅰ
由
の
 

h
.
 
P
 

Ⅱ
㏄
 

か
 ・
 メ
目
 H
.
 
H
H
 

の
 

 
 

 
 

ガ
 一
 
ヨ
の
 Ⅰ
 
目
 二
年
（
 

i
w
 

の
 

  

 
 

の
日
ヌ
呑
お
 "
 の
 N
o
 

。
ひ
 

い
 ～
・
）
 

4
0
3
 

 
 

（
 
為
 ）
イ
山
の
田
用
・
 H
 Ⅱ
㏄
 
か
 ・
り
ハ
 
コ
 H
.
 
H
 

の
の
・
 
H
 の
の
 



 
 

 
 

べ
を
出
す
頃
に
 

8
2
 

 
 

 
 

は
 、
軽
蔑
的
用
 

 
 

 
 

言
葉
で
あ
っ
て
 

叫
 

 
 

 
 

 
 

島
口
山
神
 

W
d
 
：
を
 

 
 

 
 

 
 

の
包
の
・
 
ナ
の
 

Ⅰ
山
の
Ⅰ
倖
の
 

H
.
 
 

ミ
の
 （
中
の
 

ぃ
 
（
）
 

@
N
 
せ
ゃ
 
0
 
い
 い
砲
口
ロ
 

の
 
（
）
 

@
.
 
 

目
 @
 ト
 の
 の
 １
も
 べ
か
 
）
）
 

（
㏄
）
田
ル
 の
 （
・
 
H
 Ⅱ
㏄
 

A
.
 
 

Ⅹ
 H
H
 
口
 
・
 P
 
唐
本
１
円
か
 

印
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

6
0
 
 

（
の
曲
 

拐
丁
 

 
 

 
 

人
間
Ⅰ
五
三
 ｜
 

五
五
頁
 ご
 

（
㌍
）
 目
 留
山
印
・
 ト
 
Ⅱ
㏄
 
か
 ・
 メ
目
 H
.
 
 

ト
 
㏄
 の
 

 
 

 
 

｜
 三
五
頁
）
に
 

こ
の
点
を
よ
く
解
説
さ
れ
て
い
る
。
 

 
 

 
 

仰
い
ま
し
た
 

 
 

 
 

と
あ
る
。
併
し
 

ゲ
ー
テ
は
依
然
と
し
て
視
る
人
だ
っ
た
ら
し
い
。
 

 
 

 
 

ゲ
ー
テ
は
 、
そ
 

 
 

 
 

）
が
出
る
に
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

的
の
日
の
）
臣
の
臣
木
田
宮
 

弓
 

 
 

ぽ
 近
世
哲
学
史
」
第
四
巻
一
九
頁
。
）
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（
 
鍋
 ）
 
け
宙
 &
 の
 Ⅱ
・
 
ト
 Ⅱ
㏄
 
か
 ・
 目
 
・
 ぃ
 Ⅱ
・
 

 
 

O
 頁
 ）
 

 
 

の
ケ
 
の
 目
 
㏄
 m
s
c
 

ア
 ）
 
c
 プ
 （
 
の
 

 
 

づ
 ユ
リ
 ふ
 ㌧
田
の
臣
 
ぃ
 
戸
ロ
角
巾
 プ
巴
 
0
 の
 
0
 ㌧
 ダ
げ
 

 
 

 
 

e
 Ⅱ
 く
堅
片
 e
 Ⅱ
 
ガ
 耳
目
 
倖
の
 

の
日
憶
銭
 （
。
お
所
司
。
）
 

 
 

目
む
 口
目
 臼
 
（
客
臣
す
い
ロ
ロ
・
 
H
 田
の
よ
や
参
照
。
）
 

（
 
蛇
 ）
立
臼
 口
の
 
（
・
 
H
 べ
の
か
 
・
Ⅹ
 H
H
H
 
"
H
 

～
～
１
ド
 
べ
 の
 

（
 
穏
 ）
し
目
ヨ
田
，
 
0
 ア
 の
二
 

8
.
 
 

お
の
 

0
.
 
O
H
 

何
ぎ
 
O
h
 
 

㏄
㌧
 

持
窩
の
 

（
 
M
 ）
目
印
 山
の
 
h
.
 
H
 

べ
の
か
 
・
Ⅹ
 

H
H
H
.
 
N
 

の
の
 

 
 

 
 

い
る
が
、
モ
ン
テ
ス
 

 
 

 
 

国
土
と
民
族
と
 

 
 

 
 

P
 
N
 
の
・
 N の
 ，
参
 

 
 

 
 

の
 他
が
あ
る
。
 

（
 
何
 ）
立
臼
山
印
・
 
H
 ～
の
 
か
 ・
Ⅹ
 目
 H
.
 
N
u
 

ひ
 ・
 N
 ひ
か
 

（
 
W
 ）
出
典
 倖
轄
 ・
 P
 ～
の
 
か
 ・
 お
 H
H
H
.
 
N
 

の
の
 

 
 

 
 

先
駆
的
役
割
に
つ
い
 

 
 

（
民
族
学
研
究
三
 
0
 養
二
号
 掲
成
 予
定
）
を
参
照
き
れ
た
 

（
㏄
）
立
臼
 倖
 q
,
 
P
q
 

の
 A
.
 
 
Ⅹ
 H
H
H
.
 
 

ひ
 の
の
 

 
 

肚
 Ⅱ
。
片
ヰ
・
）
 

 
 

ざ
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ざ
 口
目
）
・
 O
 Ⅹ
 h
o
h
 

倖
 @
 ㏄の
の
 

 
 

 
 

 
 

の
 
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

（
㏄
）
 イ
 
山
ゆ
円
山
印
 

円
 
・
 H
 Ⅱ
の
の
１
 
0
 ～
・
（
 
尽
ハ
 
O
n
 
オ
 ・
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 の
の
 
べ
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 の
 ㎏
 O
h
h
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の
ロ
 ユ
 寸
口
ロ
 

c
@
 

円
 
い
 

。
 出
 e
h
 
ロ
の
 
（
 
，
の
三
 
（
三
の
口
 

c
e
 

：
参
照
。
 

 
 

 
 

の
円
の
 

コ
仁
目
円
の
 

Ⅰ
）
 
ア
 Ⅱ
の
 
臣
 

 
 

の
ト
 
）
・
 ト
 の
 0
 べ
 ・
㌧
 ア
 曲
目
。
 

ヨ
 0
 
目
 0
 一
 
0
 笘
の
年
の
㏄
の
乱
の
（
 

e
s
.
 
 

の
 
再
 
。
 

 
 

目
 ㌧
 ア
岸
 
0
 の
 
0
 づ
 田
の
 &
 の
 
Ⅰ
乞
い
ゴ
目
・
の
（
。
 

 
 

 
 

 
 

日
 e
 
目
 o
p
 

戸
レ
 

8
 一
 

 
 

 
 

五
号
一
六
頁
 所
 

Ⅰ
 
l
 
コ
 ）
 

 
 

 
 

導
的
 認
識
の
上
 

 
 

紹
介
さ
れ
て
い
る
。
 

 
 

 
 

義
 に
従
い
、
「
人
に
 

 
 

意
味
す
る
も
の
と
す
る
。
 
兜
笘
 
と
の
せ
 ョ
プ
 臼
の
定
義
 に
 関
し
て
は
、
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を
翅
日
 ㌧
 0
 の
 
i
u
 
ヨ
 

 
 

戸
之
黛
べ
 0
 手
曲
臣
 Ⅰ
 0
 口
ロ
 
0
 ダ
 
参
照
。
 

 
 

0
0
 

日
日
。
 

臣
 Ⅱ
 ヒ
を
 ・
之
の
 
ヨ
エ
 の
 
セ
 の
 
臣
 （
岸
本
英
夫
 訳
 
「
 誰
 れ
で
 も
の
信
仰
Ⅰ
東
京
 
一
 

九
五
二
）
参
照
。
 

 
 

 
 
 
 

た
も
の
と
し
て
、
 

Ⅰ
 曲
づ
 
の
口
 0
 目
銭
（
の
二
）
・
 

目
 ・
 肚
 

㏄
・
等
参
照
。
 

 
 

 
 

  



宗教言語の分析 

田
 

 
 

一
 
戸
 

 
 

 
 

学
生
生
活
に
 放
い
 

 
 

 
 

は
 亡
き
和
辻
哲
郎
先
生
 

 
 

が
り
ま
す
。
 

 
 

 
 

、
神
道
的
事
象
を
 

 
 

 
 

り
ま
し
た
が
締
緒
煉
鞍
Ⅰ
 

 
 

 
 

る
 語
で
共
に
呼
ほ
う
と
 

 
 

 
 

通
約
事
象
が
あ
ら
わ
に
 

 
 

 
 

風
土
」
が
私
の
理
念
の
 

 
 

の
 固
有
信
仰
の
解
釈
に
お
し
及
ぼ
し
た
訳
で
し
た
。
 

 
 

 
 

な
い
か
、
と
い
う
 反
 

 
 

 
 

宗
教
         
口 

@@ 
口口 

の 

分 

析 
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よ
ば
れ
る
も
の
に
変
っ
て
く
る
の
で
 

 
 

化
人
類
学
等
が
、
個
人
的
な
宗
教
体
験
に
 

 
 

究
を
組
織
的
に
展
開
し
て
き
て
い
る
。
 そ
 

 
 

け
な
い
ま
ま
で
今
日
に
至
っ
て
居
る
で
 

 
 

を
 提
唱
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
で
す
。
 

 
 

教
的
 思
想
の
講
成
を
分
析
的
に
考
え
て
 

 
 

果
さ
れ
ぬ
ま
ま
に
お
亡
く
な
り
に
な
り
 

 
 

ッ
 ク
フ
ェ
ラ
 ー
 財
団
研
究
員
と
し
て
 

 
 

研
究
課
題
は
「
宗
教
の
言
語
分
析
」
で
 

 
 

ざ
 「
渡
米
を
祝
し
て
し
と
書
き
込
ま
れ
。
 す

 （
 
鞘
沐
隷
糠
蹉
結
鴫
棚
 

群
 L
 瑚
鮭
 
）
。
先
生
の
考
 

せ
 よ
 、
社
会
的
な
宗
教
集
団
に
せ
よ
、
 

れ
な
の
に
、
重
要
な
宗
教
現
象
で
あ
る
 

は
な
い
か
、
と
云
わ
れ
た
の
で
す
。
 か
 

み
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
 

ま
し
た
。
 

、
ア
メ
リ
カ
の
 ケ
 ニ
ョ
ン
・
カ
レ
ッ
 ヂ
 

あ
り
ま
し
た
。
殊
に
 、
 私
の
渡
米
前
 

贈
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
私
は
そ
の
 木
 

  ん   的 た で 
  理 時 は 
の 由 、 な 

の 浮 い 省 
亡 私 で 一 か の を 
く の す っ び か 生 
な 「 か が 上 。 み 
5 号 目 ら " が 質 " ま 

れ 話 " こ っ を し ここ 私は ｜ てき 沃 定 た 。 
師 対 こ あ た す 即 
岸 す 
本 る   
英 早 上 の の の 固 
夫 く に で 一 は 有 
先 か 
生 ら   
は の て 「 か の 関   

宗 心 今   
数 は ⅠⅠユ三 」 ぬ 決 
学   亡 だ 質 定 
の 今 き っ で す 
特 一 和 た は る 
殊 つ 汗 L 、 の な 要   
分 別 先 で い 因 
好 め 生 
と 理 を 

すのを 。 か、 
今 。 環 し由 てか 偲び 

つ 「 ら 
つ 
  

比 も 私 8 件 
較 起 

  
が ば と 

救 っ 不 こ " は 

理 て 居 。 こ そ B@] 
学 ぃ 議 
」 た し な に 掲質 のに 、 
な こ 感 げ は 内 
る と ヰフ @ 炬 - た 何 在 
も を トワ 

の 告 た し   
を 白 れ へ こ 質 考 し る の の 的 
え な の 

で 
移 よ 条 

て け リ ラ 中半 

お れ あ 行 に に 
ら ば @ き 間 木 
ね ね ま の う ぬ 

ま り す 。 、 て る 
し ま 個 云 べ 
た せ 入 っ き 
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個
人
的
社
会
的
現
象
で
 

 
 

 
 

み
た
い
と
考
え
て
居
り
 

 
 

 
 

ら
 抜
け
出
て
、
こ
の
 学
 

 
 

強
く
考
え
る
に
至
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
 

 
 

う
 な
問
題
意
識
か
ら
発
し
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
。
 

 
 

 
 

す
が
、
元
来
、
私
は
 

 
 

 
 

っ
て
私
に
と
っ
て
は
 ュ
 

 
 

 
 

ん
 。
従
っ
て
、
こ
れ
か
 

 
 

 
 

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
後
 

 
 

と
な
る
か
と
存
じ
ま
す
。
 

 
 

 
 

で
の
報
告
の
機
会
を
 

 
 

 
 

ち
 得
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
 

ば
 望
外
の
幸
せ
と
存
じ
ま
す
。
 

O
 

 
 

 
 

医
学
部
の
化
学
並
び
に
生
理
 

 
 

 
 

と
 題
す
る
一
冊
の
本
に
し
て
 

 
 

 
 

そ
 二
十
年
 位
 経
っ
た
十
九
世
 

 
 

 
 

0
 屯
 
o
h
 
H
 

臣
妾
 目 （
 
臣
 。
 o
b
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そ
れ
に
よ
っ
て
概
観
さ
 

主
張
に
反
対
し
ま
し
た
。
 

ぃ
は
 
「
時
は
非
現
実
的
な
 

ぎ
 ぬ
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

 
 

 
 

 
 

「
存
在
」
（
㏄
の
 

ぎ
 ㎝
）
と
云
う
言
葉
一
つ
に
し
て
も
、
 
或
 

 
 

彼
ら
か
ら
み
れ
ば
、
み
な
 暖
抹
 で
、
見
せ
か
け
に
す
 

 
 

ヨ
 由
子
）
 
目
窩
が
 的
の
）
で
し
か
な
い
と
さ
れ
た
の
で
あ
り
 

 
 

の
 ラ
ム
ズ
 イ
 教
授
（
Ⅰ
 目
円
 ・
 オ
ミ
 目
の
 
セ
 ）
は
 、
 

 
 

で
、
現
代
の
哲
学
的
状
況
を
回
顧
し
て
、
こ
の
二
つ
 

 
 

を
と
り
あ
げ
て
お
り
ま
す
。
 

一
九
五
七
年
に
書
い
た
「
宗
 

の
流
れ
の
「
哲
学
的
分
析
」
 

 
 

 
 

す
る
と
こ
ろ
は
余
程
 大
 

 
 

 
 

o
H
 
ぎ
の
 
）
に
加
え
た
程
だ
 

 
 

 
 

れ
ら
の
場
ム
ロ
、
宗
教
に
 

 
 

ほ
か
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

 
 

 
 

す
る
も
の
が
登
場
し
 

 
 

 
 

で
あ
り
ま
す
。
 

 
 

 
 

の
 序
文
に
よ
り
ま
 

 
 

の
流
れ
が
あ
っ
た
と
云
わ
れ
ま
す
。
 

 
 

 
 

動
 で
あ
り
ま
す
し
、
 

 
 

 
 

ウ
ィ
ー
ン
学
団
の
論
理
 

実
証
主
義
グ
ル
ー
プ
で
あ
り
ま
す
。
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す
 。
 

 
 

 
 

 
 

均
分
析
と
呼
ば
れ
る
哲
学
運
 
 
  
 

ら
木
 

 
 

 
 

か
ら
出
発
し
て
お
り
ま
 

 
 

 
 

㌍
の
性
質
の
分
析
を
試
み
 

 
 

 
 

考
え
ら
れ
れ
と
云
 う
と
 

 
 

 
 

 
 

「
 
明
蜥
 」
に
す
る
こ
 

 
 

か
、
偽
か
 」
明
ら
か
に
検
証
せ
ら
れ
る
 場
ム
ロ
 
に
の
み
、
 

そ
の
発
言
は
意
味
が
あ
 

 
 

 
 

，
ヮ
に
 「
検
証
性
原
理
」
 

 
 

 
 

た
の
で
あ
り
ま
し
た
。
 

 
 

 
 

、
視
覚
、
聴
覚
、
 触
 

 
 

 
 

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
 性
 

 
 

 
 

「
単
な
る
感
覚
経
験
 
以
 

 
 

 
 

原
理
の
適
用
に
耐
え
る
 

 
 

 
 

込
ん
で
了
 う
 の
で
あ
り
 

 
 

 
 

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

 
 

仕
掛
け
た
批
判
を
、
宗
教
に
対
す
る
明
ら
か
な
「
 
挑
 戦
 」
（
の
 ア
 曲
言
の
 

口
 ㏄
の
）
 

と
 呼
ん
で
お
り
ま
す
。
 



一
九
 

二
。
ァ
ロ
 

す
 。
役
 

人
が
増
 

ば
な
ら
 

現
に
っ
 

省
で
あ
 

準
 」
を
 

非
常
に
 

準
」
を
 

意
味
に
 

も
、
ず
 

そ
こ
 

 
 

 
 

ゴ
ヒ
 ー
ン
教
授
 

 
 

 
 

っ
て
お
ら
れ
ま
 

 
 

 
 

い
っ
た
考
え
の
 

 
 

 
 

証
さ
れ
な
け
れ
 

 
 

 
 

へ
 方
の
ミ
口
語
表
 

 
 

 
 

っ
 た
と
云
う
 反
 

 
 

 
 

の
 経
験
的
基
 

 
 

 
 

、
そ
の
努
力
は
 

 
 

 
 

味
の
経
験
的
 墓
 

 
 

 
 

申
し
ま
す
と
、
 

 
 

 
 

て
 来
た
よ
り
 

つ
 と
沢
山
あ
る
と
云
う
発
見
で
あ
り
ま
し
た
。
 

 
 

 
 

あ
る
筈
だ
と
 云
 

り て ナ 

 
 

 
 

ト
教
 哲
学
に
と
っ
 
 
 
 
 

 
 

し
て
く
る
こ
と
は
理
の
当
然
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
 

 
 
4
 
Ⅰ
 
4
 

 
 

 
 

 
 

ュ
 
カ
 O
 

 
 

 
 

る
こ
と
が
必
要
で
あ
 

ま
す
。
 



宗教言語の分析  
 

語
り
方
の
体
系
に
相
応
じ
た
「
意
味
の
局
面
の
体
系
」
 が
 成
立
す
・
る
と
云
 う
 

あ
り
ま
す
。
 

 
 

え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

命
 活
動
の
も
つ
色
々
 

反
省
の
結
果
だ
と
も
 

早
く
起
っ
て
い
た
の
 

る
の
で
あ
り
ま
す
。
 

6
 局
面
を
も
っ
て
 

 
 

 
 

0
 局
面
」
が
あ
る
 
 
 

 
 

る
 訳
で
あ
り
ま
す
。
 

 
 

 
 

者
の
と
っ
た
 態
 

は
 、
ど
こ
に
向
け
ら
れ
た
か
と
申
し
ま
す
と
、
 

宗
教
的
言
語
活
動
の
行
な
わ
れ
る
 場
 

 
 

 
 

曲
目
の
仁
 

曲
 的
の
 
@
 
 
Ⅰ
 
0
 的
 あ
 

 
 

 
 

え
る
 Ⅰ
二
白
五
皿
 

の
 

の
 o
 日
 

 
 

 
 

り
ま
す
。
そ
う
し
て
 

 
 

 
 

特
質
だ
と
み
て
お
る
 

で
あ
り
ま
す
。
 

の 、 論 困 
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度 筈 肴 な こ お で こ 



 
 

 
 

極
め
て
秀
逸
な
る
解
答
 

で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。
 

 
 

 
 

掩
 い
て
、
青
戸
垂
 

咀
が
何
 

 
 

 
 

 
 

 
 

の
目
お
 
1
 の
ご
口
持
 

ざ
口
 
）
 と
 

 
 

 
 

っ
 か
わ
し
く
流
通
す
る
 

 
 

 
 

ア
田
 
。
 
ア
曲
つ
つ
 
Ⅰ
 
0
 七
 Ⅰ
田
舟
 

匹
 ）
 
セ
 

の
岸
Ⅱ
Ⅰ
の
与
田
 

円
 
。
Ⅰ
 
円
 
ず
の
年
日
 

碩
 
。
 
ト
 
。
の
 
屈
 Ⅰ
の
 
１
 
の
日
計
屈
曲
目
 

5
 コ
）
 
っ
 

 
 

 
 

質
さ
ぬ
ざ
し
て
の
 分
 

 
 

 
 

な
く
、
 p
 
す
の
 

H
H
E
 

お
 
で
あ
 

 
 

 
 

象
徴
的
で
あ
る
（
出
目
，
 

 
 

 
 

る
 （
 
維
幅
笘
の
 
（
才
の
）
と
か
 

 
 

 
 

来
た
の
で
あ
り
ま
す
。
 

O
 

 
 

 
 

い
う
 役
割
を
果
す
の
 

る も 
よ の 
う な 
た   の 
感 か ネけ 
Ⅴ   「 
た 分 
す 析 
の 」 

で と 
あ 云 
リ ラ 

  
身、 

実 
ⅠⅠ く - @ 
    

の 

申す㏄ 

  

仁 ㏄   

な 
る 

も 
の 
の 

性 
質 
の 

解 
明 

に向 

け 
ら 

れ 

た時 

の   

分 
析 

意味 を 
す 
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た
 、
 
p
 す
の
 
（
 
H
E
 お
な
 
 
  
 



宗教言語の分析 

  
した時、の「遂行口占 Ⅰ臣 描 

的 R  こ   
  の 
語 と 言 
」 し 五 Ⅰ 口 

と て 活 
云 み 動 

え   
方 こ を 

はのも 、 言っ 
宗 詰 屈 
教 活 画 
言 動 は 
詰 は   

の 煮 た 
佳 味 だ 

    
0 に 百る っ 」 

  
とに 力宝 言語 

  
こ た ま 

と の す 

  
は て 。 
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り
ま
す
。
 

 
 

 
 

い
 た
し
ま
す
。
 
こ
 

 
 

 
 

「
戸
を
閉
め
る
」
 
 
 

 
 

と
に
な
っ
て
了
い
 

 
 

 
 

遂
行
的
意
図
を
も
っ
 

 
 

 
 

関
係
が
な
い
こ
と
に
 な て ま と の 

が
そ
れ
だ
と
言
う
の
 

え
方
を
述
べ
た
の
で
 

考
え
方
が
導
き
出
さ
 

で
あ
り
ま
し
た
。
 

遂
行
的
な
物
の
云
 

す
 。
 

 
 

 
 

考
 

 
 

 
 

@
 

 
 

 
 

の
 

 
 

 
 

ま
 

を
 出
し
て
お
り
ま
す
。
彼
に
 よ
 り
ま
す
と
、
 

 
 

行
的
 
（
せ
め
て
 

0
 。
 
日
笘
 T
 の
）
述
べ
方
 



O
 

 
 

方
 に
体
系
が
あ
る
と
云
う
こ
 

 
 

と
 云
 う
 こ
と
を
申
し
上
げ
、
 

 
 

 
 

 
 

ぇ
 ら
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
 

 
 

意
味
は
失
わ
れ
て
了
 う
 訳
で
あ
 

 
 

き
る
と
云
 う
 こ
と
が
了
解
せ
ら
 

O
 

 
 

、
 語
り
方
に
色
々
あ
る
、
 

 
 

き
つ
 め
て
行
き
ま
す
と
、
 
物
 

 
 

そ
れ
は
、
 

 
 

も
の
や
事
柄
に
つ
い
て
の
気
付
き
方
に
色
々
あ
る
 

 
 

。
科
学
的
な
物
の
気
付
き
方
 

 
 

つ
、
と
 云
 う
 訳
で
あ
り
ま
 す
 。
 

 
 

う
 に
な
り
ま
す
。
即
ち
 、
 

 
 

が
根
抵
 に
あ
っ
て
 、
 初
め
 

 
 

ま
す
と
，
物
の
云
 い
方
 、
語
 

 
 

す
 。
図
示
し
て
御
理
解
の
便
に
 が

あ
っ
て
、
は
じ
め
て
科
学
的
な
物
の
云
い
方
が
 

そ
こ
で
、
こ
の
 ょ
う
 な
事
は
、
宗
教
の
場
ム
ロ
に
 

て
 可
能
で
あ
る
。
 

り
 方
の
体
系
に
相
応
し
て
、
物
の
気
付
き
方
の
体
 

供
さ
せ
て
 載
 き
ま
し
ょ
う
。
 

と
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。
そ
う
し
て
、
夫
々
の
 述
 

こ
の
二
つ
の
体
系
を
正
し
く
結
び
合
わ
せ
る
必
要
 

ん
 。
宗
教
的
な
物
の
述
べ
方
が
 、
 若
し
科
学
的
意
 

り
ま
し
て
、
陳
述
の
体
系
と
、
意
味
の
局
面
の
体
 

れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
 

一
つ
の
体
系
が
成
り
立
つ
と
云
う
こ
と
は
、
ど
う
 

の
 述
べ
方
、
語
り
方
が
発
生
す
る
、
そ
も
そ
も
の
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」
 ぅ
 申
し
ま
し
た
。
 

 
 

 
 

 
 

て
い
ま
し
た
し
、
㏄
 

教
育
 

 
 

ら
 
ホ
 

 
 

 
 

 
 

劃
す
る
に
違
 い
な
 

  分析 

 
 

  

 
 

 
 

の
見
 透
し
と
し
て
 認
 

 
 

 
 

う
こ
と
に
な
っ
て
来
る
 

と
 存
じ
ま
す
。
 

 
 

 
 

毛
 0
 Ⅰ
 
田
円
セ
隼
あ
 

0
E
 
の
雀
 
0
 臣
 
 
 

 
 

）
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
 
 
 

 
 

よ
 う
 に
展
開
し
た
訳
で
 

 
 

 
 

O
 

 
 

 
 

）
ま
の
・
」
の
第
六
章
 

 
 

 
 

ま
す
。
 

述
べ
方
 

気
付
き
方
の
体
系
 

科
学
的
な
も
の
の
気
付
き
方
 ｜
 
上
科
学
的
な
も
 

芸
術
的
な
も
の
の
気
付
き
方
 丁
芸
術
的
な
も
 

1
 

宗
教
的
な
も
の
の
気
付
き
カ
ー
ル
宗
教
的
な
も
 

比
目
 
爪
油
接
か
 

ハ
ツ
自
同
一
回
 

の
 体
系
 

の
の
云
い
 カ
ー
 
上
科
学
的
な
意
味
の
局
面
 

の
の
云
 い
方
 1
 
丁
七
百
 
術
 的
な
意
味
の
局
面
 

の
の
云
い
 方
 １
丁
宗
教
的
な
意
味
の
局
面
 



 
 

 
 

な
い
し
と
云
い
ま
し
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

き
っ
と
植
木
屋
が
来
 

 
 

 
 

な
く
、
昔
も
た
て
な
 

 
 

 
 

っ
て
い
る
方
が
 

、
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う
 。
 し
 

 
 

 
 

、
と
問
い
っ
め
ま
す
。
 

 
 

 
 

事
柄
を
見
つ
け
出
し
 

 
 

 
 

は
 証
明
出
来
な
い
と
 云
 

 
 

 
 

ば
、
 

㌧
 n
 （
㌧
 

、
 

 
 

 
 

お
り
ま
す
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

で
は
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
 

す
る
と
信
じ
て
る
人
間
 

お
前
の
い
 う
 植
木
屋
 

 
 

 
 

同
ほ
つ
い
て
も
云
え
る
の
 

で
は
な
い
か
と
彼
は
申
し
ま
す
。
 

 
 

 
 

と
い
 た
し
ま
す
。
 そ
 

 
 

 
 

癌
で
 死
ん
で
ゆ
く
子
供
 

 
 

 
 

の
し
る
し
を
が
あ
ら
わ
し
に
 

 
 

 
 

信
ず
る
者
が
「
電
気
を
通
じ
 

 
 

 
 

た
 説
明
を
し
ま
す
。
丁
度
そ
 

ら
 
"
"
 

 
 

 
 

の
 意
味
付
け
を
加
え
ま
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ナ 」 を 
へ こ と 打 
ア の に ち 
  は 議 な 消 
、 論 っ す 
フ を て 
リ ラ 了 ! 
ュ け う ! 
  の て の @ 
ひ た で 
い っ あ こ 

 
 

上
の
重
要
な
確
言
は
、
断
言
と
は
な
ら
な
い
と
云
 

う
 

 
 

等
式
に
置
く
こ
と
が
出
来
な
い
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
 

 
 

所
属
の
へ
 ア
 教
授
で
あ
り
ま
し
た
。
 

 
 

説
明
の
立
場
 
給
づ
 0"
 
ま
 0
 
口
 0
 
（
の
 
る
 ）
 
目
 。
 
ヰ
 0
 
口
 
）
 か
 

  

  

と
，
 

揚
か
 

 
 

 
 

 
 

理
 実
証
主
義
の
立
 

ら
す
る
激
し
い
神
学
へ
の
挑
戦
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
 

 
 

め
に
は
、
 

神
の
愛
の
反
証
 

神
の
存
在
の
反
証
 ?
 巾
 

す
 。
 こ

う
い
う
意
味
付
け
 

云
う
断
言
の
も
っ
て
い
る
 

と
云
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
 

次
の
よ
う
に
問
う
の
で
は
 

う
ま
く
意
味
付
け
ら
れ
 

と
。
そ
う
し
て
最
後
に
、
 

せ
ん
が
、
 

神
は
吾
ら
を
愛
し
た
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ま 愛 て な ま 真 の 
わ の 出 い す 理 操 

ず 。 
保 証 来 上しこと て 。 佳作 、 

否、 入 っ よ の " 過 
と た ぅ よ 今 程 

ネ申 は 神 か ぅ く を 
ナま 、 の、 。 に 矛 と 

存 本 愛 、 し 盾 お 
在 当 な、 て な し   
し に 6 大 く て 
た し は 両 か 
ま はも 、 の 、 立 か 

わ そ を 子 す る 

ず 。 の る 苦 確信 の反 宛 も 難 
対 ・ す と の は 
め る 云 で   

保 こ 
証 と 

人 は   
で   ⅠⅠ 

  

は - も 父 
が 

ぃ 何 な体 拘 
  

の に ず、 そ 
の 

か価 o  Ⅴ 、 安 子 
遣 す 堵 を 
徳 る さ 

せ 
愛 

酌 も す 
ほ の ら る 
は て れ 如 
車 " 申 " あ ま @ 

い ろ す 。 
ノ Ⅰ ラ 
と か 

愛 
然 し 

か し た 
も 

  
ま し そ う 

れ の 」 

ま 時 と 



 
 

 
 

信
頼
」
に
あ
た
る
も
の
が
、
 

賄
 
そ
れ
で
あ
る
と
答
え
て
お
り
ま
す
。
 

ら
 
万
。
 

 
 

 
 

授
 （
 
q
0
 

プ
ロ
ロ
 

ず
ガ
 
）
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0
 

分析  
 

し
ま
す
。
 

 
 

 
 

て
い
る
 吾
 
々
の
 
人
 

 
 

 
 

」
（
 い
 ）
 
守
 
0
 卜
 。
Ⅹ
㌧
了
一
 

 
 

 
 

と
云
 い
ま
す
。
 

 
 

 
 

し
て
、
当
然
、
「
 主
 

 
 

 
 

眼
 （
 
匹
好
 ）
は
 、
 

 
 

6
 音
々
の
四
 %
 
に
依
存
す
る
 

 
 

も
の
で
あ
る
と
、
彼
自
身
云
っ
て
お
り
ま
す
。
 

 
 

る
 観
察
の
結
果
で
き
め
ら
れ
る
も
の
で
も
な
い
。
 

 
 

 
 

ま
し
た
元
の
言
葉
は
 

 
 

 
 

及
び
そ
の
植
民
地
で
用
 

 
 

 
 

の
よ
う
で
あ
り
ま
す
 

 
 

 
 

統
の
言
葉
の
よ
う
に
 思
 

わ
れ
ま
す
。
 

 
 

 
 

れ
は
「
信
頼
」
だ
と
 



  

 
 

 
 

に
き
て
了
っ
た
と
、
 

 
 

し
た
。
 

O
 

 
 

 
 

い
 わ
け
に
は
ゆ
き
 

せ
ん
。
 

 
 

 
 

一
種
の
「
意
味
 

 
 

 
 

」
で
は
な
い
の
か
、
 

云
 う
 こ
と
で
あ
り
ま
す
。
 

 
 

 
 

大
学
 ツ
リ
ニ
 テ
 ィ
 

 
 

 
 

、
 
0
 か
ず
の
Ⅱ
 
プ
 
安
目
 
ル
の
レ
ト
 

 
 

 
 

，
 ㏄
 瓦
 。
市
毛
 
の
コ
 
。
 ト
ゅ
 
の
め
 

 
 

 
 

ね
ら
、
そ
う
し
て
   と 付 ま 私 

 
 

 
 

明
ら
か
に
し
て
い
な
い
 

 
 

ら
な
い
、
と
あ
り
ま
す
。
 

 
 

 
 

学
者
で
あ
っ
て
 、
私
 

リ の を 
ク 問 一 

  
し ぅ 春 
た 本 訪 
部 の ね 
分 校 て 
の 正   

載 届け こ 
つ り の 
て が へ 
い 本 ア 
6 尾 の     
き め リ 
く 許 ク 
れ に 」 
ま 届 に 
し い つ 

たたい 。 持 て 
そ で 話 
れ し し 
に た あ よ   
る ヒ て 
と ッ み 
、 ク た 
た 数 こ 

  
に わ り 

も ざ ま 

と づざ ねす 。 
く 払 下 
「 の 度 
心 た 彼 
の め の 
眼 に 新 
」 、 干 Ⅱ 
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宗教言語の分析  
 

 
 

す
る
術
語
が
一
番
適
切
 

の
よ
う
に
私
に
は
思
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
 

 
 

 
 

は
な
く
て
、
一
定
の
 

 
 

名
付
け
ら
れ
た
用
語
で
あ
り
ま
す
。
 

 
 

 
 

の
 か
 つ
 ・
」
・
の
中
で
は
 
次
 

の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
 

 
 

 
 

知
覚
作
用
に
よ
っ
て
 

 
 

 
 

め
ら
れ
て
存
在
し
て
 

 
 

 
 

っ
て
決
定
さ
れ
、
 

 
 

 
 

局
面
を
知
覚
し
 、
 

 
 

人
々
は
 、
 彼
ら
が
そ
の
中
で
住
ん
で
い
た
社
会
体
系
、
 

文
化
体
系
に
よ
っ
 

 
 

 
 

心
 で
し
た
。
自
然
 

 
 

 
 

ま
す
。
（
 0
 っ
 ・
 n
 山
片
 

づ
 ・
の
 0
 
）
 

 
 

 
 

）
に
よ
っ
て
決
定
せ
 

 
 

 
 

片
 
Ⅱ
出
目
 
0
 
 
。
 埼
 Ⅰ
の
目
の
Ⅱ
の
㌧
。
の
）
 

 
 

 
 

）
 

 
 

 
 

る
も
の
で
あ
り
ま
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て く ら と 
有 展 か 云 っ かれ。 こす 

、 が 一 

  

  

  
  
つ 価 
0 個 
刺 を 
戟 も 

  杓 っ 
が ら 
  の 

大 で 
々 は   に あ   ど り 

  ん ま 

  な せ 

る に 於 刺戟 ん 。 
的 心 
価 理 
植 字 

極 大 に   を は 
め き 明 泣 能 も 

こ の げ の 
の 中 ヴ て で 或 

  

平目 シ いい車た 

て て あ 
ラ下 Ⅰ る 
戟 の 
    象 こ 
は の 
焚 刑 
り 戟 を 
全 と   く ら 

し に は glJ  え 
た め   め る 

。 え 彼 も 主 
阿 る の の 体   
も よ ヰ て の 

、 構 
知 え 
覚 （ 
さ ナ 」   れ れ 

ょ き 巴   が 、 

印 「 
象 心 
さ の 

眼 れる 」 
， 已 、 と   連 呼 
学 ば   約 れ 
実 る 
験 も   き め 

と し ） と を 
も て ま 9 合 
な 、 PO あ れ 



 
 

め
不
 

1
0
 

 
 

い
る
 

  

  

 
 

  

  

が
な
い
の
は
何
故
で
し
 

よ
 
う
 
か
 
。
 

  

  

あ
る
か
ら
で
あ
り
さ
 

  

  

も
な
る
、
と
い
っ
た
 

  

  

  

ま
す
。
こ
の
 

ょ
ぅ
 

  

 
 

言
葉
を
用
意
し
て
名
付
 

  

  

た
り
ま
す
。
つ
ま
り
「
 

肉
 

姉
眼
 
」
で
な
い
「
心
の
眼
」
な
の
で
あ
り
ま
す
。
 

  

  

経
験
は
一
体
何
な
の
か
、
 

と
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と
い
う
経
験
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
て
，
 

更
 

 
 

家
鴨
と
し
て
見
て
い
る
 

と
い
う
経
験
は
 

 
 

家
鴨
だ
と
解
釈
し
て
見
て
い
る
 

経
験
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
は
、
 

 
 

と
 言
 う
 、
一
種
の
「
解
釈
活
動
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
 

私
は
、
問
題
の
「
家
鴨
 ｜
兎
 」
の
絵
に
つ
い
て
 一
 

私
の
滞
 米
 計
画
は
、
半
年
、
オ
ハ
イ
オ
州
の
 ケ
ニ
 

指
導
を
 ぅ
け
 、
あ
と
半
年
は
ハ
ー
バ
ー
ド
に
移
る
訳
 

ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
が
な
い
の
で
 

が
あ
る
か
ら
、
是
非
、
滞
在
を
半
年
延
長
し
た
ら
と
 

の
 
一
端
だ
と
思
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
 

員
 が
全
部
出
席
し
、
先
生
も
学
生
も
な
く
激
し
い
や
 

る
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
全
く
の
苦
行
で
し
て
、
さ
っ
ぱ
 

残
っ
て
い
る
の
で
す
。
 

先
ず
、
こ
の
絵
に
は
、
「
或
る
事
象
の
指
示
」
 な
 

が
 出
た
の
で
す
。
そ
う
し
て
、
前
者
の
場
合
に
は
じ
 

  

 
 

こ
と
に
な
っ
て
 了
う
 の
で
あ
り
ま
す
。
 

 
 

つ
め
 思
い
出
を
も
ち
ま
す
。
 

る
私
 学
期
に
は
、
 ダ
 イ
ッ
ト
 

（
 
く
ぃ
 
Ⅰ
 
牡
 P
 
 
ハ
し
・
 

ト
 ）
 
申
ぃ
 
0
 ず
 ）
ハ
 
ツ
 

 
 

（
 
ぬ
曲
 
（
 
ト
 
0
 口
を
使
う
セ
ミ
ナ
ー
 

 
 

メ
リ
カ
の
面
白
い
教
育
制
度
 

 
 

で
す
。
そ
れ
に
、
哲
学
科
教
 

 
 

 
 

な
 小
生
に
は
、
三
時
間
に
 亘
 

 
 

対
す
る
議
論
ば
か
り
は
頭
に
 

 
 

成
り
立
つ
、
と
い
う
意
見
 

 
 

と
 言
 う
 こ
と
で
し
た
。
後
者
 

 
 

 
 

 
 1
0
 

 
 め
 
8
 

 
 



宗教言語の分析 

 
 

 
 

ケ
ッ
チ
と
し
て
、
絵
を
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

で
な
く
、
ス
テ
ッ
キ
 

 
 

 
 

訪
 
は
、
「
方
向
き
の
も
 

 
 

 
 

あ
り
ま
す
。
 

 
 

 
 

決
定
せ
ら
れ
る
と
い
う
 

107 c 仰 ) 



  

 
 

 
 

の
絵
を
え
ら
び
と
ら
し
 

 
 

に
こ
の
「
関
係
 

枠
 」
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
 

そ
こ
で
、
 

ス
、
 
元
の
絵
に
戻
り
ま
す
と
、
こ
の
絵
は
 

、
 

 
 

私
に
は
ス
テ
ッ
キ
の
 

 
 

 
 

あ
り
ま
す
。
そ
れ
と
い
 

 
 

 
 

、
こ
の
よ
う
な
客
観
的
 

 
 

 
 

断
言
し
た
ら
ど
う
な
る
 

で
し
ょ
う
か
。
 

 
 

 
 

ら
ず
、
そ
の
ま
 

う
 

 
 

 
 

く
、
 
且
 つ
ス
、
 

そ
 う
見
 

 
 

 
 

 
 

 
 

は
な
く
な
り
ま
し
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

6
 者
は
、
栄
養
の
不
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宗教言語の分析 

 
 

 
 

た
 形
容
詞
を
つ
け
 ろ
 

 
 

 
 

宗
教
的
な
経
験
」
と
よ
 

 
 

 
 

ま
す
。
「
宗
教
的
な
」
 

け
 

   
 

 
 

 
 

 
 
1
0
 

 
 

 
 

お
し
て
出
て
き
た
も
 

 
 

し
た
。
若
し
、
こ
の
よ
う
な
場
面
で
、
何
時
も
 、
 

 
 

い
う
よ
う
に
普
遍
化
の
強
制
力
を
も
っ
て
主
張
 

 
 

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
 

 
 

は
 、
も
の
の
或
る
局
面
を
重
視
す
る
「
心
の
 

 
 

と
は
、
疑
 う
 余
地
が
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
 

O
 

 
 

く
 ば
り
ま
す
と
・
宗
教
経
験
な
る
も
の
が
浮
か
 

 
 

さ
れ
ま
せ
ん
。
批
判
的
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
 

 
 

あ
る
の
か
、
ど
う
か
、
大
変
疑
わ
し
く
な
っ
て
く
 

 
 

あ
る
」
と
、
口
に
出
し
て
言
え
る
よ
う
に
な
っ
 

 
 

部
 で
働
い
て
い
る
・
或
る
種
の
解
釈
活
動
を
と
お
 

 
 

校
の
学
部
長
だ
っ
た
 ク
ナ
 ド
ソ
ン
教
授
が
主
張
し
 

 
 

0
 
の
。
い
の
㏄
Ⅱ
）
 

  
一
汁
一
菜
は
感
謝
の
対
象
で
あ
 

さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
 

眼
 」
、
「
も
の
の
気
付
き
方
」
に
 

ん
で
参
り
ま
す
。
し
か
し
、
 
私
 

こ
の
立
場
を
堅
く
持
す
る
 限
 

る
の
で
あ
り
ま
す
。
 

た
 宗
教
経
験
と
は
、
実
は
 、
経
 

し
て
、
は
じ
め
て
成
り
立
っ
た
 

て
お
り
ま
す
。
（
下
手
目
（
 
の
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て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
 

と
 言
っ
て
よ
ろ
し
い
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
 

O
 

 
 

 
 

り
ま
す
。
私
共
は
こ
 

 
 

 
 

用
と
 、
「
生
の
実
感
」
 

 
 

」
と
に
 
い
 た
し
ま
す
。
 

 
 

 
 

③
を
尋
ね
ま
し
た
、
 

 
 

 
 

こ
に
来
た
時
の
印
象
を
 

 
 

っ
て
み
て
気
付
い
た
こ
と
な
の
で
す
が
、
よ
く
ま
あ
、
 

英
語
国
民
は
（
の
～
 

H
P
 

匡
の
 

 
 

 
 

開
い
た
と
こ
ろ
 

0
0
0
 

ド
 
Ⅰ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

の
で
す
。
 

 
 

 
 

で
は
違
 う
 の
で
す
。
 

 
 

 
 

の
時
の
知
覚
を
表
白
 
す
 

 
 

 
 

で
す
。
 

 
 

 
 

定
の
宗
教
教
育
に
あ
 



宗教言語の分析  
 

 
 

私
の
側
に
あ
る
日
本
文
 

 
 

 
 

言
語
的
に
表
現
す
る
 文
 

 
 

ま
す
。
 

 
 

 
 

原
型
で
は
な
く
、
 
第
 

 
 

 
 

人
々
の
経
験
も
ま
た
、
 

 
 

 
 

、
こ
れ
が
「
経
験
の
原
 

 
 

 
 

去
 現
在
に
生
き
る
文
化
 

 
 

 
 

い
の
で
あ
り
ま
す
。
 

 
 

 
 

ッ
ツ
州
 ブ
ル
ッ
ク
 ラ
 

 
 

ま
し
た
。
 

太
陽
は
昇
り
つ
つ
あ
る
（
 づ
ァ
 の
目
ロ
 が
ふ
 の
 
ぎ
し
 

ま
、
 

 
 

神
の
子
は
昇
り
つ
つ
あ
る
（
 目
 あの
 0
 口
ず
 
Ⅰ
 い
 
の
 
ぎ
し
 

 
 

 
 

を
 受
け
と
る
か
、
 
と
参
 

 
 

 
 

私
は
「
神
々
し
い
」
と
 

言
い
た
い
と
こ
ろ
で
し
た
の
に
。
 

 
 

し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
 

こ
の
暁
天
礼
拝
に
お
い
て
唱
和
、
奉
唱
す
る
 聖
句
に
、
 

ⅠⅠⅠ (433) 



 
 

 
 

 
 

五
節
）
 

 
 

五
章
五
十
七
節
に
み
え
る
 

 
 

 
 

姿
 
と
し
て
見
て
 

 
 

 
 

、
 
昇
り
行
く
太
陽
を
 

 
 

ば
 
、
「
何
々
と
し
て
」
で
な
く
、
た
だ
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宗教言語の分析 

昇
り
行
く
自
然
の
太
陽
を
そ
の
ま
ま
見
る
 

 
 

そ
の
時
に
お
こ
る
実
感
な
の
で
あ
り
ま
す
。
 

 
 

 
 

0
 差
異
を
は
っ
き
り
 

教
え
て
く
れ
て
い
る
 よ
う
 に
私
は
思
い
ま
す
。
 

O
 

 
 

 
 

構
造
と
、
日
本
人
の
 

 
 

 
 

 
 

 
 

じ
ま
す
。
何
故
な
ら
 

 
 

 
 

か
ら
全
く
自
由
で
は
あ
 

 
 

 
 

ら
れ
る
号
目
 
幹
宅
ル
 

に
よ
っ
て
 

 
 

よ
 う
 に
み
ら
れ
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
 

 
 

 
 

と
の
関
係
の
理
念
が
 

 
 

 
 

ぅ
か
 。
こ
の
よ
う
な
 特
 

 
 

 
 

来
 上
が
っ
て
い
る
詩
体
 

 
 

 
 

で
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
に
 

 
 

 
 

 
 

れ
る
「
神
と
共
に
働
 

 
 

 
 

の
 距
離
を
せ
 ば
 め
る
こ
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を
 背
負
っ
た
人
が
 、
罪
 あ
る
ま
ま
、
罪
の
意
識
の
消
え
 
ぬ
 ま
ま
に
、
神
に
よ
っ
て
 

 
 

 
 

る
 よ
 う
 に
な
り
ま
す
。
 

 
 

。
し
か
し
、
た
と
え
聖
化
の
段
階
に
立
ち
到
っ
て
も
、
 人
の
性
質
は
、
あ
く
ま
 

 
 

 
 

い
の
で
あ
り
ま
す
。
 
た
 

 
 

 
 

人
間
と
し
て
大
い
に
 悪
 

 
 

 
 

た
 、
あ
く
ま
で
人
は
 、
 

 
 

 
 

み
ら
れ
る
「
 人
 」
の
 用
 

 
 

 
 

・
 茸
禽
 
旧
国
民
は
、
ど
ん
 

 
 

 
 

合
 で
も
、
由
の
が
 目
 0 （
 

 
 

 
 

あ
っ
て
も
下
の
ず
 口
 0 （
 

 
 

り
ま
す
。
 

 
 

神
 」
「
 人
 」
「
動
物
」
の
語
の
使
用
は
、
あ
く
ま
で
、
 

「
 人 」
は
「
 人
 」
と
 

 
 

 
 

る
こ
と
を
物
語
っ
て
 お
 

 
 

 
 

一
 つ
 は
地
に
向
か
う
 翼
 

 
 

 
 

象
徴
的
に
物
語
り
ま
し
 

 
 

る
 よ
 う
 に
み
ら
れ
ま
す
。
 

 
 

 
 

」
「
 人
 」
「
動
物
」
 

 
 

 
 

る
よ
う
な
 語
 体
験
を
生
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宗教言語の分析  
 

 
 

の
中
で
は
 

 
 

 
 

 
 

だ
け
信
じ
て
生
き
て
 

   
 

お
れ
ば
十
分
の
 よ
 う
 た
 気
が
し
ま
す
。
」
 

 
 
 
 

と
あ
り
ま
す
。
 

 
 

 
  
 

井
上
・
靖
の
自
伝
小
説
「
し
ろ
ば
ん
ば
」
で
は
、
 

 
 

日
常
語
の
話
意
識
に
影
響
が
及
ん
だ
も
の
か
 

 
 

一
寸
、
軽
々
し
く
決
め
か
ね
る
関
係
の
問
題
 

 
 

ホ
教
思
想
も
、
日
常
英
語
の
語
体
験
も
 

、
 二
つ
 

 
 

き
り
す
る
 

よ
う
 
に
思
わ
れ
ま
す
。
 

O
 

 
 

意
識
的
直
観
と
し
て
も
ち
続
け
て
き
ま
し
た
 

 
 

 
 

 
 

言
っ
た
、
い
か
め
し
か
形
で
な
く
て
、
た
だ
 

 
 

、
 教
え
と
い
う
組
織
的
思
想
に
よ
ら
な
い
で
 

 
 

万
朝
報
の
或
る
記
者
が
・
思
わ
ず
 

今
日
ま
で
は
す
ぐ
れ
し
人
と
思
 

い
し
 
に
 

人
 と
生
れ
し
神
に
ぞ
あ
る
ら
し
 

。
そ
れ
と
も
、
逆
に
 

と
 思
わ
れ
ま
す
。
で
 

な
が
ら
確
か
に
、
 
特
 

。
積
極
的
な
教
え
の
 

・
私
共
の
日
常
語
の
 

「
日
本
語
を
用
い
て
 

、
し
か
も
立
派
に
根
 、

宗
教
思
想
 

す
け
れ
ど
 

別
な
 
「
意
味
 

体
系
と
し
 

語
体
験
に
は
 

の
 言
語
生
活
 

本
の
理
念
が
 



放 と と と   す え と の 人 と 
私 。 な と よ 神 」 あ 「 

のしこ盲 圃 ての 9 人うあ 目 共 い し う は と り （ 「 上 右 ょ の で の れ は " て な " し ま 正 ほ の 

なには、 思 こ、 の とら うな 幸 し 債主命 い わると水井。 おこ 乃 てす 篇 六 ん家 との 
想 。 え 目 言 れ 神 ま ば の を 大 上 横 四 に 祖 
と ら 常 い て さ で 
し れ 日 士貫 い ま あ 
て て 本 れ   

ぱ い 語 て す た 」 目 ま 常 っ た 、 ） か が 
、 る 0 % 

  
。 圭 三 
こ き っ 

「 神と体ま こ 語り 
  「 神 

れ 仏 の も 付 言 、 し 出 そ さ 
と だ 例 ぅ ま   反 。 を   だ の 

む く   対 ま 地 よ 活 の の   と よ 
距 功 人 サ ブ し つ め そ は ま、       も う 
て 語 が ま   な 
み っ   鬼 で の そ ， 巳 、 
る て 時 畜 も   女 ぅ を 
」 く と Ⅰ ァ Ⅱ @@ な と だ ま 
よ れ し 劣 @ が 元える 教な った 比 と る 
ぅ て て る 較 も 田 
な お   人 何 @ し Ⅰ・ し 

、 り 神 格 時 ぅ 系 深 上 て と p こ 

又 ま に の も で の き の 
  

か し 

「 す も 人、 あ ょ 変 象 上 人 立 っ う の の の   
  

を こ 動 
神 の 物 
と よ に 
動 9 0 
物 な   

0 中林 話 何 れ 
間 験 の 

者の側 」旺 に 
と 盛 も 
し な 自 
て 生 出 
固 活 に 
定 圏 移 
し に 動 
て 、 す 
み す る 
る く 性 
よ な 質 
ぅ く の 

ね、も最存在 

ノ - 行   家 を 
為 な   の 
の 人 し の 神 で 

打 
祖   

人 を か が と あ 母 て 
を み 、 あ し っ を 

  

み て 解 っ て た 
神 「 

お 
た 」 は ぬ 

時、 さ     
の 

婆 
さ 

よ ん   ワ * の 
ぅ で と 可 な 話 
な そ ら 能 J 巳 、 の 

事 う れ な を f 目 
情 な る の ま 手 
の っ こ で 

る出 

を 
も た と あ し 
の よ を り て 

    
し 

た Ⅰ 
り も の 。 
ま 居、 こ そ た 」 」 
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宗教言語の分析  
 

 
 

 
 

、
同
質
の
も
の
と
し
 

 
 

 
 

活
 者
の
中
に
 、
 入
り
込
 

 
 

 
 

展
開
の
歴
史
を
み
れ
 

ば
 、
こ
の
こ
と
は
 御
 想
像
が
つ
く
と
存
じ
ま
す
。
 

 
 

二
 に
は
 

英
俊
北
見
、
只
者
共
 

知
 

巻
 十
五
、
源
信
僧
都
母
 后
 往
生
 語
第
廿
九
 に
は
 

化
尼
君
凡
人
克
人
 也
 

 
 

 
 

者
（
 仏
 ）
の
側
に
人
が
 

 
 

 
 

し
 」
と
な
り
、
動
物
の
 

 
 

 
 

め
ぼ
 る
こ
と
が
こ
れ
で
 

わ
か
り
ま
す
。
 

 
 

 
 

さ
そ
う
で
あ
り
ま
 

す
 。
 

 
 

く
、
 且
 つ
 組
織
的
な
宗
教
で
あ
り
ま
す
。
今
一
つ
は
、
 

こ
の
枠
組
が
稀
薄
で
 

 
 

 
 

と
い
う
型
の
宗
教
で
あ
 

 
 

 
 

な
ま
す
と
、
解
釈
活
動
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を と と 勝 の 
新 京 し し こ で 枠 
た 教 て か ら あ 組 
に 的 、 し か り が 
兄 な 立 、 ら ま 弱 

  

ま き を し 理 「 し 
で 方 し て の こ て   

  き て方 べ ろ こと宗にい すい う無   

ま 質 わ 常 よ し 等 
し む か 語 り な し 
た 採 る そ に さ い 
。 ろ の の も い よ 
こ う で も 見 」 ぅ 
れ と あ の ら と に 
で し り 、 れ い 感 ぜも ますねが私の 諸体 勝 な う倫   
終 遂 し な 題 と 
8 々 て の が こ し 、 で 親 ろ 

  教 あ 範 か   

き 感   
ま 情 
す 仰 
  」 
所謂 宗教 す。 威 を 
用 。 も ，十 力。 

御 の 想、 つ 教 
  静 性 の て 性   
聴 質 体 ぅ が 
を を 系 ち 乏 

出 し   深改 く め によ さ Ⅴ 、 
感 ・ て ら れ も 
謝 見 な る の 
ぃ 直   こ の 
た   し 

実 「 
と よ し の う 

  

ま そ 感 す に 
す め イ " 一 一 一 口 く 見 
  仰 

」 
な ら 

義 い れ 
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た
だ
し
、
便
宜
上
、
次
の
限
界
を
設
け
る
こ
と
に
す
る
。
 

 
 

と
っ
 

展
 

望
 

 
 

の
 

 
 

限
界
 

 
 

に
と
 

も
あ
る
の
で
。
 

１
 行
文
献
目
録
 ｜
 

2
 
 統計
調
査
に
も
と
ず
 
い
 て
い
る
こ
と
。
 

鈴
木
箆
入
 

 
 

 
 

し
か
し
便
宜
上
。
 

 
 

と
な
っ
 

 
 

て
い
る
こ
と
。
 

 
 

 
 

 
 

い
る
。
 
こ
 

 
 

産
物
 

 
 

な
ど
、
 
種
 

と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
も
の
も
除
く
。
 

 
 

る
こ
と
の
 

 
 

で
、
 
直
 

 
 

の
 、
基
本
  

 

的
な
も
の
に
属
す
る
、
と
の
考
え
方
が
あ
る
。
 

 
 

こ
と
に
 

 
 

9
6
%
 

二
 
示
教
、
 し
 
@
 よ
目
 
ノ
 。
 

 
 

来
世
観
、
 

一
 

 
 

数
行
動
に
 

・
一
般
，
 

 
 

 
 

 
 

、
た
と
 

 
 

 
 

は
き
わ
め
て
大
規
模
な
調
 

 
 

は
 、
新
聞
 

 
 

す
る
た
め
に
こ
  

 

て
い
る
。
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査
 
（
 
第
 

 
 

献
 目
録
」
 

 
 

、
都
都
、
 

 
 

の
 一
九
四
 

 
 

二
 %
 と
、
 

 
 

り
も
、
 や
 

 
 

を
 示
し
て
 

 
 

に
 対
し
、
 

一
つ
の
課
題
を
提
出
す
る
だ
ろ
う
。
 

 
 

の
二
 

 
 

」
の
有
無
か
 

 
 

て
い
る
も
 

 
 

示
教
と
し
 

 
 

6
0
 

 
 

題
す
 

 
 

程
度
と
理
 

 
 

要
 性
な
ど
 

 
 

も
の
の
数
 

 
 

み
た
も
の
 

 
 

、
信
仰
の
 

 
 

い
る
 0
 な
 

 
 

。
そ
こ
で
 

 
 

に
よ
っ
て
 

 
 

残
る
。
 

  

表 Ⅰ 信仰の有無 一般 

( 百分比， 小数点以下四捨五入 ) 

賀 持 
問   信   不同轟の調査者 

1946 宗教を信ずる か 気になれる 56  44 時事   
1946  信仰 心 をもっているか 77  22  1  永松   
1947 宗教を信ずる か 気になれる 71  29 時事   
1952  信じている宗教は 何か 65  35 読売   
1958 信仰とか信心とかをもっ ているか 35  65 国民性   
1963   31.  69   

  

 
 

に
、
統
 

 
 

査
は
、
方
 

 
 

%
 
掌
と
の
れ
る
こ
と
 

 
 

一
一
次
 
二
 

 
 

が
 加
わ
り
、
 

 
 

、
一
九
五
 

 
 

。
し
か
し
 C442 Ⅰ 120 



 
 

 
 

、
 E
.
 

ノ
ー
ベ
ッ
ク
（
 

し
 

 
 

 
 

K
.
 

ビ
ア
ズ
リ
ー
 

 
 

法
 で
、
 さ
  

 

の
 調
査
な
 

ど
が
あ
る
こ
と
も
、
付
け
加
え
て
お
こ
う
。
 

ら
に
継
続
的
な
調
査
が
、
必
要
と
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
 

 
 

庶
民
」
 

 
 

レ
ポ
ー
 

 
 

虫
 の
し
ら
  

 

 
 

 
 

れ
ら
が
、
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表 Ⅱ 信仰の有無 青少年 
( 百分比，小数点以下四捨五入 ) 

問   信 不同 俺 。 

1900  学生 自己の宗教       時     対象     質   32    68     
1915 

  1942 
  1946 
1948   

1956 

1962 

  

  

  

ⅠⅠ ( ナて     

青少年 

  

  57 43 
  

神仏の存在 72  21   
  53 33   

信仰を有するもの 43  57   
自己の宗教 13  87   
信仰をもっているか 21  79 

 
 

14   

  

  

  

調査者 

元 良 

西 沢 

西 谷 

河 合 

岡 

ユネスコ 

中 央 

表 Ⅲ 宗教の必要性， 青少年 

・ ( 百分比，小数点以下四捨五入 ) 

時対 泉   質 田 『 生月 否 

1900l 学生 l 宗教は必要か   76  23 元 良   
1946    Ⅴ，宗教に関心をもつか 66  33   河 合   
1952l Ⅴ   宗教的なものは 必要か 56  35  9  高 ， 木       
  26  33  41  中 央 

七歩た れ 学 とが系をて る ひ タ こ 「し いあ 
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表
  

 
時   対象   質 円円 い 目 "L  否 その 他調査者 

1905l ～ 12  名士個体的霊魂の 存続     
1953 43  25  32  読 売   死後の霊魂       62664137 3 竹中         67 35182474   
1958   あ の世 20 59 21 国民性     23  48  29  テレポー 

18  51  31  ル 

表 V  来世・霊魂の 存在 学生 
( 百分比，小数点以下四捨五入 ) 

時   対象   質 日け 田田 肯 否 l 俺の 調査者 

雙臆 英 霊魂 40  37  24  勝 川         且且且 コ ㍉ 
1952  男 永遠の生命     

50  44 
1956  妻 天国・地獄   13  83  4  高 木 
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Die eigentlich chinesische 
Religion und Yin-Yan<~ ~>Gedanke 

-Der Wechsel der Gottesidee- 

Suetoshi IKEDA 

Die eigentlich chinesische Religion heisst die Volksreligion, die seit Wahrsagungs 

wdrter < 18, 1300-1028. B. C. > in den letzten Jahren von Yin <w> in China 

herrscht. Konkret gesagt, sie hat in ihrem Zentrum den Ahnenkultus unt daneben 

den Kultus der htichsten Getter Ti-Tien <% x> und der Ortgotter und dam 

verschidene pantheistische Glauben. Das kann ja wohl die Leser an den Taoismus 

erinnern. Allein Man kann ihn nicht mehr die eigentiimliche Religion nennen, weil 

er schon vom Buddhismus, der den Chinesischen eine fremde Idee ist, beeinflusst 

1st. Der Yin-Yan Gedanke ist eine dualistische kosmische Philosophie, die 

behntlich durch Yin-Yan Naturerscheinungen oder menschliche Angelegenheiten 

erkliiren will. 

Der vorliegende Aufsatz zieht ab darz zieht ab darzustellen, wie sich solche in 

China hergebrachte Religion durch das Auftreten der Yin-Yan Theorie verandert 

hat. Kurz gesagt, Ti-Ten <% x>, Seelen und Getter, die im Wesen Gott und 

herrschender Gott waren, welche den personlichen Willen haben, wurden zur Prin- 

zjpien des Kosmos und ~ e s e k e n  der Natur und der menschlichen Angelegenheiten, 

Welche in der Wechselwirkung von Yin-Yan erscheinen. Sie wurden mehr die 

Gegenstande des Glaubens als die des Denkens. Solche Veranderung der Religion 

zur Philosophie hat in Chun-Chiu Chuan<?#HE>den Keim und ist durch Chuang- 

Tzu und Chun-Tzu <$ET %j?> und Lu-Shi-Chun-Chiu < g  R@%Ek>> erst in 

I-Chuan <%fE>, besonders in Shi-Tzu-Chuan<s@f+ merkwiirdig geworden. 

Aber die Veranderung stimmt mit der Entwicklung des Yin-Yan Gedankes iiberein. 

Ihr Zeitabschnitt ist fiir die Zeit zwischen Chin <*> und dem Anfang des Hans 

(@> gehalten. Um diese Zeit wurde der Yin-Yan Gedanke, sich mit Wu-Hang 

<h6> Theorie als einer Art Naturphilosophie verschmelzend, zum Grund der 

Identitiit von Natur und Menschen <*he->. Man sieht dergleichen in Chun- 

Chiu-Fan- Lu <%%%a> und Li-Chi <#z>. Diese Urnstande werden wir in 

'der Fortse-tzung dieses Aufsatzes betrachten. 



Das Problem der Entstehung des Amida Bubbha 

Kotatsu FU JITA 

Es sind viele verschiedene Meinungen iiber die Entstehung des Amida Buddha,:; 

In Japan, seit Keiki YABUKI in seinem "Arnida-butsu no Ken-kyQ" (Das studium 

des Arniba Buddha), Tokio, 1911, S. 39-128, diese Frage erijrtert hat, sind ver? 

schiedene Meinungen von' den .vielen Gelehrten gegupert worden. Dariiber aber sindi 

die Meinungen noch geteilt. Neuerdings hat Henri de Lubac in seinem ttAmida", 

Paris, 1955, S. 226-249, die Meinungen der europ2iischrten Gelehrten vorgestellt, darid 

aber erwahnt er die der japanischen nicht. 

Erstens also hier in der vorderen Hzlfte diesef Aufsatzes habe ich die Ansichk$ 

der Bstlichen und westlichen Fachgelehrten im ibuddhistischen, indischen, chinesi-,j' 

schen und tibetischen Studium so vie1 als miiglich zu sammeln und kritisieren veryr 
\ 

sucht. Nach meiner Ansicht sind sie in zwei Hauptgruppen zu teilen : ( 1 )die Mei+! 

nung, dap Amida Buddha auperhalb des Indien (in iranischer Religion) seinen ~ r - !  

sprung hat, ( 2 ) die Meinung, dap es innerhalb desselben (in vedischer oder bu- 

ddhistischer Mythologie) seinen Ursprung hat. 

Aber es scheint, die Schwierigkeiten sind bei jeder Seite zu bemerken. Also in 

der 1etzten'Hiilfte dieses Aufsatzes, die in der nzchsten Nummer folgen wird, 

ma-chte ich meine Ansicht von der anderen Seite als sie Xupern. 

Herders Begriff der Natur, Humanitat 
und Gottheit 

Takakuni Hirano 

Herder schrieb in seinem "Brief zur Beforderung der Hurnanit2it": "Die Religion 

Christi, die er selbst hatte, lehrte und ubte, war die HumanitiIt selbst. . Nichts 

andres als sie. ---Christus kamte fur sich keinen edleren Namen, als dass er sich 



den Menschensohn, d. i. einen Menschen nannte. " "Das ist die Essenz seiner Ans- 

schauungen iiber die Natur, die Menschen und die Gottheit. 

In seinem grossen Werk, "Ideen zur Philosophie der Geschichte der Menschheit" 

(1784-91): stellte er dir Menschheit als einen Mikrokosmos der. Er meinte, 

unter der Sonne gebe es keine Ausnahme des Naturgesetzes. Der Grund, wiese der 

Mensch die Natur beherschen konnen, sei, dass er aufrecht gehe und mit seinem 

fein geformten Kopf die Sprache besitze. Das war fur Herder die Urquelle der 

Vvunft,  Kunst, Sozialorganisation und aller anderen Kulturphiinomene. Aber wie 

kann es, dass nur die Menschen auf der Erde sich aufrichten und die Sprache 

erwerben konnten 

Herder als Verfasser der von der Berliner Akadernie preisgekr6nten "Abhandlung 

iiber den Ursprung der Sprache" (1771) erk iirte, dass dem Menschen die Besonnen- 

heit eigentumlich sei, und dass er, diese Besonnenheit (Reflexion) zum erstenrnal 

frei wirken lassend, die Sprache erfunden habe. Das war immer noch eine Erkla- 

rung durch das Werk eines Schopfers. Wie konnten aber die Menschen diese 

Besonnenheit bekommen? In den "Ideen" hat er es als ein gottliches Geschenk 

aufgefasst. Er glaubte, dass wir unter der griissten Liebe Gottes stehen. 

Damit verlasst Herder die positive Wissenschaft und begibt sich auf das Gebiet 

des Religionsphilosophie. Sein philosophisches Urteil steht aber nicht auf einem 

apriorichen Gedanken, sondern auf objektiver Beobachtung der Naturphiinomene. Es 
kt daher nicht verwunderlich, dass die modernen Kulturwissenschaften wie Philolo- 

gie, Volks-und Volkerkunde auf den Gedanken Herders zuruckgreifen und ihn 

weiter entwickelt haben. Seine Gottesidee zeigt aber andrerseits auch grosse Unter- 

schiede mit der des Christentums. Er verehrt eigentlich nicht den Namen Christi 

als des Gottessohnes nach der Bibel, obwohl er Christus die Humanitat selbst nannte. 

"Humanitat" verwendet Herder als gegen ideales Bild uber den Wortern "Mensch" 

(homo-Pflichttrager) oder "Menschen" (homines+Klienten) : eine ideal vereinigte 

Form von "Menschheit" und "Menschlichkeit", die man mit fortdauernder Anstren- 

gung und Bemiihung zu suchen und zu befordern habe. 

Derjenige, der diese Humanitiit realisiert, ist aber imrner noch Mensch und 

Mikrokosmos, wenn er auf der Erde steht. Als Herder diesen Gedanken erreich$ 

hatte, verlor er die autoritative Stellung eines christrichen Theologen, erreichte aber 

gleichzeitig eine allgemeine Theologie des Menschen in seiner Stellung mit Christus. 

Die Idee Herders hat eine fundamentale Bedeutung fur die europaische Geistes- 

geschichte erhalten. Wenn man die mit dem buddhistischen Denken vergleicht, 

wurde man viele interessante Kontraste mit dieser Denkweise finden : Herder fing 



bei seiner Forschung von der Beobachtung der Natur aus, der Buddhismus von der 

Erkenntnis des ttNichts". Herders Idee des Mikrokosmos oder der Gottheit mag in 
ihrer letzten Konsequenz vielleicht nicht allzuverschieden sein von der Konzeption 

Buddhas. Aber die Unterschiede im geistesgeschichtlichen Prozess charakterisieen 

die europaische bzw. asiatische Denkweise. 




